
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）についての研究

狩
野
山
楽
筆
《
黄
石
公
張
良
・
虎
渓
三
笑
図
屛
風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
） 

　
　
　

に
つ
い
て
の
研
究

清
水
亮
佑

は
じ
め
に

　

狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）
筆
《
黄
石
公
張
良
・
虎
渓
三
笑
図
屛

風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
「
本
図
」
と
略
称
、
図
一
）
は
、
山
楽
か
ら

弟
子
の
狩
野
山
雪
（
一
五
九
〇
～
一
六
五
一
）
へ
と
画
風
が
継
承
さ
れ
る
時
期

の
作
品
と
し
て
、
山
楽
・
山
雪
に
関
す
る
論
文
や
著
書
の
中
で
た
び
た
び
言
及

さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
本
図
に
つ
い
て
の
専
論
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、

本
図
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
研
究
も
、
そ
の
考
察
の
対
象
は
様
式
論
の
み
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
を
整
理
し
、
様
式
や
制
作
時
期
、
旧
蔵

者
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
上
で
、
先
行
研
究
で
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
注

文
主
像
や
、
本
図
が
示
す
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
。

一
、
作
品
概
要

　

は
じ
め
に
、
本
図
の
基
本
情
報
と
画
面
内
容
を
確
認
し
て
い
く
。

　

本
図
は
六
曲
一
双
屛
風
で
、
法
量
は
両
隻
共
に
一
四
八
・
五
×
三
五
二
・
七

セ
ン
チ
で
あ
る（

1
）。
紙
本
金
地
着
色
で
、
右
隻
第
六
扇
目
左
下
方
と
、
左
隻
第

一
扇
目
右
下
方
に
、
い
ず
れ
も
、「
狩
野
山
楽
筆
」
の
署
名
と
、
白
文
重
廓
長
方

印
「
修
理
」、
並
び
に
朱
文
方
内
鼎
印
「
光
頼
」
が
捺
さ
れ
て
い
る（

2
）（
図
二
）。

土
居
次
義
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
署
名
は
山
楽
筆
《
繋
馬
図
絵
馬
》（
海
津
天

神
社
蔵
、
図
三
）
に（

3
）、
印
章
は
同
じ
く
山
楽
筆
《
鷙
鳥
図
屛
風
》（
西
本
願

寺
旧
蔵
、
現
・
個
人
蔵
、
図
四
）
な
ど
と
よ
く
似
て
い
る（

4
）。
ち
な
み
に
署
名

に
つ
い
て
は
、「
山
」
の
一
画
目
の
終
わ
り
と
二
画
目
の
初
め
を
繋
げ
る
点
、

「
楽
」
の
六
・
七
画
目
を
英
数
字
の
「
3
」
を
左
右
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
形
で
記

す
点
な
ど
は
、
同
じ
く
山
楽
に
よ
る
《
山
水
図
屛
風
》（
個
人
蔵
、
図
五
）
と
似

通
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
本
図
の
署
名
は
山
楽
が
記
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
印
章
も
山
楽
の
基
準
印
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

右
隻
に
は
「
黄
石
公
張
良
図
」
が
描
か
れ
る
。
こ
の
画
題
は
、
秦
の
時
代
、
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後
に
漢
の
高
祖
・
劉
邦
（
前
二
五
六
／
二
四
七
～
前
一
九
五
）
の
軍
師
と
な
る

張
良
（
？
～
前
一
六
八
）
が
若
年
の
頃
、
下
邳
の
土
橋
の
ほ
と
り
を
歩
い
て
い

た
際
に
黄
石
公
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
老
人
に
遭
遇
し
、
同
所
で
黄
石
公
が

出
す
試
練
（
黄
石
公
が
橋
の
下
に
落
と
し
た
沓
を
拾
い
に
行
く
こ
と
、
約
束
の

日
時
に
下
邳
の
土
橋
に
来
る
こ
と
）
を
乗
り
越
え
、
太
公
望
（
呂
尚
、
生
没
年

不
詳
）
の
兵
法
書
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
、『
史
記
』
巻
五
十
五
「
留
侯
世
家
第

二
十
五
」
に
見
え
る
故
事（

5
）を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

右
隻
の
場
面
設
定
を
見
て
み
る
と
、
第
一
～
六
扇
目
下
方
に
か
け
て
、
金
地

の
土
坡
が
描
か
れ
て
い
る
。
土
坡
は
、
第
一
～
四
扇
目
ま
で
は
白
い
石
畳
と
竹

垣
に
よ
っ
て
縁
が
人
工
的
に
区
画
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
～
五
扇
目
の
太
湖
石

と
牡
丹
を
境
に
し
て
、
第
五
～
六
扇
目
に
は
石
畳
も
竹
垣
も
無
く
な
り
、
天
然

の
地
肌
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
～
二
扇
目
の
土
坡
の
背
後
下
方
か
ら
は

梅
樹
な
ど
の
樹
木
が
伸
び
て
お
り
、
さ
ら
に
梅
樹
の
背
後
に
は
、
第
一
～
三
扇

目
に
か
け
て
芝
山
が
聳
え
る
こ
と
か
ら
、
土
坡
に
は
あ
る
程
度
の
高
さ
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
の
画
題
に
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
描
か
れ
る
は
ず
の
下
邳

の
土
橋
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
五
～
六
扇
目
に
水
流
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
下
邳
の
土
橋
の
ほ
と
り
を
意
識
し
た
場
面
設
定
で
あ

ろ
う
。

　

個
々
の
モ
チ
ー
フ
に
注
目
す
る
と
、
第
一
扇
目
下
方
の
岩
間
か
ら
第
四
扇
目

に
か
け
て
大
き
な
松
樹
が
描
か
れ
て
お
り
、
第
二
扇
目
の
松
の
下
に
は
、
黄
石

公
が
乗
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
連
銭
葦
毛
の
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ

の
馬
は
、
画
題
の
原
典
で
あ
る
『
史
記
』
に
は
登
場
せ
ず
、
謡
曲
や
幸
若
舞
曲

の
「
張
良
」
な
ど
に
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る（

6
）（
後
述
）。
第
三
扇
目
右
方

に
は
、
左
方
の
張
良
に
向
か
っ
て
右
手
を
差
し
出
す
黄
石
公
が
描
か
れ
、
左
方

に
は
、
黄
石
公
か
ら
授
け
ら
れ
た
太
公
望
の
兵
法
書
を
手
に
し
て
跪
く
張
良
が

描
か
れ
て
い
る
（
図
六
）。
そ
し
て
、
第
六
扇
目
の
土
坡
の
背
後
か
ら
は
竹
叢
が

伸
び
て
い
る
。

　

左
隻
に
は
「
虎
渓
三
笑
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
題
は
、
廬
山
に
あ

る
虎
渓
の
谷
を
越
え
な
い
と
い
う
誓
い
を
立
て
て
い
た
東
晋
時
代
の
僧
・
慧
遠

（
三
三
四
～
四
一
六
）
が
、
来
訪
し
た
友
人
で
あ
る
陶
淵
明
（
三
六
五
～

四
二
七
）
と
陸
修
静
（
四
〇
六
～
四
七
七
）
と
の
清
談
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、

彼
ら
を
見
送
る
時
に
思
わ
ず
虎
渓
に
架
か
る
橋
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
気
付
き
、
三
人
で
大
笑
し
た
と
い
う
、『
廬
山
記
』
巻
第
一
「
叙
山
北
第

二
」（

7
）に
見
え
る
故
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
扇
目
に
は
、
二
本
の
棕
櫚
が
生
え
た
土
坡
や
、
水
流
、
竹
叢
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
土
坡
・
水
流
・
竹
叢
は
、
い
ず
れ
も
右
隻
第
六
扇
目
の

そ
れ
ら
と
綺
麗
に
連
続
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
両
隻
を
並
べ
て
見
る
と
、
さ

な
が
ら
両
隻
が
一
つ
の
空
間
を
共
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
第
三
～

四
扇
目
に
は
、
水
流
に
跨
る
石
橋
の
上
で
大
笑
い
す
る
陶
淵
明
（
第
三
扇
目
）・

慧
遠
（
第
四
扇
目
右
方
）・
陸
修
静
（
第
四
扇
目
左
方
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

七
）。
ま
た
、
第
三
～
四
扇
目
上
方
に
は
遠
山
が
描
か
れ
、
第
四
扇
目
上
方
で

は
、
第
六
扇
目
か
ら
伸
び
る
柳
樹
の
葉
叢
が
枝
垂
れ
て
い
る
。
第
五
扇
目
上
方

で
は
、
大
き
な
奇
岩
が
水
流
に
突
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
六
扇
目
上
方
に

は
、
岩
間
か
ら
伸
び
る
柳
樹
の
幹
と
広
葉
樹
が
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。

ま
た
最
下
方
に
は
、
丸
み
を
帯
び
た
築
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

二
、
先
行
研
究

　

次
に
、
本
図
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
概
観
し
て
い
く
。
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先
述
の
通
り
、
本
図
に
つ
い
て
の
専
論
は
無
い
も
の
の
、
山
楽
・
山
雪
の
作

品
や
そ
の
様
式
に
つ
い
て
論
じ
た
諸
論
文
・
著
書
の
中
で
た
び
た
び
言
及
さ
れ

て
き
た
。
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
に
は
、
一
人
の
研
究
者
が
複
数
の
論
文
・

著
書
に
お
い
て
本
図
に
つ
い
て
の
見
解
を
繰
り
返
し
示
す
例
も
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
研
究
者
ご
と
の
本
図
に
つ
い
て
の
見
解
を
、
時
代
を

追
っ
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

　

本
図
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
秋
山
光
夫
氏
で
あ
る（

8
）。
秋
山
氏
は
、
本
図

が
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
・
東
京
国
立
博
物
館
）

の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と（

9
）、
並
び
に
近
年
ま
で
徳
川
伯
爵
家
（
一
橋
徳
川
家
）

の
宝
物
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
本
図
が
「
家
臣
た
ち

さ
へ
容
易
に
拝
観
す
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

10
）。
秋
山

氏
は
、
こ
の
証
言
を
誰
か
ら
聞
い
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
も
の
の
、

一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
本
図
の
扱
い
を
窺
わ
せ
る
興
味
深
い
証
言
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
秋
山
氏
は
、
本
図
の
署
名
・
印
章
が
山
楽
の
も
の
と
見
て
間
違
い

な
い
旨
を
述
べ
た
上
で
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
山
楽
と
徳
川
家
と
の
関
係

か
ら
考
え
て
元
和
以
後
の
作
で
あ
り
、
作
風
か
ら
判
断
し
て
晩
年
に
至
ら
ぬ
前
、

具
体
的
に
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
制
作
の
妙
心
寺
塔
頭
天
球
院
障
壁
画

よ
り
も
、
あ
る
程
度
年
代
を
隔
て
た
早
い
時
期
を
想
定
し
て
い
る（

11
）。

　

秋
山
氏
以
降
、
本
図
を
山
楽
の
基
準
作
と
み
な
す
研
究
者
が
し
ば
ら
く
続
く

が（
12
）、
土
居
次
義
氏
が
初
め
て
、
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る
見
解
を
明
確
に
示

し
た（

13
）。
土
居
氏
は
、
本
図
の
人
物
表
現
に
、
山
楽
筆
《
厳
子
陵
・
虎
渓
三
笑

図
屛
風
》（
妙
心
寺
蔵
、
図
八
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
動
的
か
つ
堂
々
た
る
表

現
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
一
方
で
、
む
し
ろ
山
雪
に
よ
る
人
物
画
に
近
い

特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
図
左
隻
の
陶
淵
明
の

顔
貌
（
図
九
）
が
、
山
雪
に
よ
る
妙
心
寺
天
球
院
上
間
一
の
間
の
陶
淵
明
の
顔

貌
（
図
十
）
に
酷
似
し
て
い
る
点
や
、
本
図
の
人
物
着
衣
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル

で
形
式
的
な
描
写
（
図
六
、
七
）
が
、
山
雪
画
（
図
十
一
）
に
間
々
認
め
ら
れ

る
点
な
ど
で
あ
る（

14
）。
ま
た
、
山
雪
画
と
の
類
似
は
人
物
に
留
ま
ら
ず
、
右
隻

第
二
扇
目
の
馬
の
鞍
上
に
敷
か
れ
る
虎
皮
の
模
様
の
描
法
（
図
十
二
）
や
、
左

隻
第
五
扇
目
の
奇
岩
（
図
十
三
）
も
ま
た
山
雪
画
の
特
徴
（
図
十
四
、
十
五
）

を
示
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た（

15
）。
一
方
で
、
右
隻
の
松
の
形
状
（
図
十
六
）

は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
《
帝
鑑
図
押
絵
貼
屛
風
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
山

楽
画
の
松
（
図
十
七
）
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら（

16
）、
土
居
氏
は
、
本
図
は
山
楽

の
草
稿
に
基
づ
い
て
、
山
雪
が
、
山
楽
に
代
わ
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
を
推
測
し
た（

17
）。

　

続
い
て
辻
惟
雄
氏
は
、
土
居
氏
の
見
解
に
概
ね
賛
同
し
た
上
で
、
よ
り
具
体

的
に
自
身
の
見
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
図
は
山
雪
が
山
楽
の
助
手
時
代

に
、
師
の
代
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
上
で
、
本
図
の
画
風
に
つ
い

て
「
山
雪
が
こ
の
屛
風
に
際
し
て
意
図
し
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
師
の
画
風
に
で

き
る
だ
け
似
た
も
の
を
つ
く
る
以
外
に
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
し
、
部
分
的
に
山

雪
画
風
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
未
だ
師
・
山
楽
の
画
風
を
あ
る
程
度
遵

守
し
て
い
た
頃
の
作
例
で
あ
る
と
し
た（

18
）。

　

近
年
で
は
五
十
嵐
公
一
氏
が
、
本
図
の
筆
者
に
つ
い
て
土
居
・
辻
両
氏
を
支

持
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る（

19
）。
五
十
嵐
氏
は
、
本
図
の
制
作
時
期
は
不
明
で

あ
る
と
し
つ
つ
も
、
山
楽
最
晩
年
の
作
品
に
は
、
山
楽
の
落
款
が
あ
っ
て
も
山

雪
が
描
い
た
も
の
が
複
数
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
山
楽
が
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
以
前
に
病
を
患
っ
て
い
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
る（

20
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
特
に
本
図
の
様
式
と
筆
者
が
注
目
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
図
を
秋
山
光
夫
氏
が
紹
介
し
て
以
降
し
ば
ら
く
は
、

山
楽
の
基
準
作
と
み
な
す
見
解
が
続
い
た
が
、
土
居
次
義
氏
が
、
本
図
の
筆
者
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が
山
雪
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
以
降
は
、
そ
の
説
が
大
方
の
支
持
を
得
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
稿
者
は
、
本
図
の
様
式
や
制
作
時
期
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て
は
よ
り
詳

細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
触
れ

ら
れ
て
来
な
か
っ
た
注
文
主
像
や
、
本
図
が
示
す
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
考
察

を
広
げ
て
こ
そ
、
本
図
を
包
括
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

次
章
か
ら
は
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

三
、
様
式
と
制
作
時
期

　

先
述
の
通
り
、
土
居
次
義
氏
は
、
本
図
に
は
山
雪
画
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ

る
た
め
、
山
雪
が
山
楽
の
草
稿
に
基
づ
い
て
描
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し

た
。
稿
者
も
、
筆
者
が
山
雪
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
無
い
も
の
の
、
山
楽
が
草

稿
を
描
い
た
と
す
る
説
に
は
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
本
図
の
構
図
を
見

る
と
、
特
に
左
隻
に
お
い
て
、
第
一
扇
目
の
棕
櫚
や
、
第
五
扇
目
の
奇
岩
な
ど

が
構
成
す
る
垂
直
構
図
と
、
扁
平
な
石
橋
が
構
成
す
る
水
平
構
図
が
特
徴
的
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
う
し
た
垂
直
・
水
平
構
図
は
、
山
雪
画
の
特
徴
と

し
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た（

21
）。
こ
の
こ
と
か
ら
稿
者
は
、
本
図
の
草
稿
も
ま

た
、
山
雪
が
手
掛
け
た
と
考
え
て
い
る
。

　

他
方
、
辻
惟
雄
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
図
に
は
山
楽
画
か
ら
の
影
響
が

色
濃
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
図
が
、
山
雪
が
山
楽
の

画
風
を
あ
る
程
度
遵
守
し
て
い
た
頃
に
描
か
れ
た
作
例
で
あ
る
と
す
る
辻
氏
の

見
解
に
、
稿
者
も
賛
同
す
る
。

　

一
方
で
辻
氏
は
、
山
楽
画
か
ら
の
影
響
が
具
体
的
に
ど
こ
に
見
ら
れ
る
の
か

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
期
間
を
示

す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
稿
者
は
、
本
図
の
ど
こ
に
、
ど
の
程
度
山
楽

画
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
制
作
時
期
を
あ
る

程
度
絞
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
本
図
に
お
け

る
山
楽
画
的
要
素
を
列
挙
し
た
上
で
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

さ
て
、
本
図
に
お
け
る
山
楽
画
的
要
素
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
や

は
り
右
隻
の
松
（
図
十
六
）
で
あ
ろ
う
。
樹
幹
は
左
斜
め
上
方
に
向
か
っ
て
緩

や
か
な
曲
線
を
描
き
、
上
に
行
く
に
従
っ
て
激
し
く
屈
曲
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
形
態
的
特
徴
は
、
土
居
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
山
楽
筆
《
帝
鑑
図
押
絵

貼
屛
風
》（
図
十
七
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
稿
者
は
、
形
状
が
よ
り
近
い
作
例

と
し
て
、
同
じ
く
山
楽
に
よ
る
旧
・
正
伝
院
客
殿
襖
絵
《
四
季
耕
作
図
》（
京
都

国
立
博
物
館
蔵
、
図
十
八
）
の
松
を
挙
げ
た
い
。
同
図
の
松
を
左
右
反
転
さ
せ

る
と
、
濃
彩
か
水
墨
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
曲
線
を
描
く
樹
幹

や
、
上
方
の
樹
幹
が
激
し
く
屈
曲
し
て
い
る
点
な
ど
が
、
よ
く
似
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
山
根
有
三
氏
は
、
山
楽
に
よ
る
樹
木
表
現
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

樹
幹
が
緩
や
か
な
曲
線
を
描
く
点
を
挙
げ
て
い
る
が（

22
）、
こ
れ
が
山
雪
画
の
樹

木
（
図
十
九
）
に
な
る
と
、
山
楽
画
の
樹
木
の
よ
う
に
緩
や
か
な
曲
線
を
描
か

ず
、
幹
や
枝
が
垂
直
・
水
平
を
描
き
な
が
ら
屈
曲
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る（

23
）。
つ
ま
り
、
本
図
右
隻
の
松
の
表
現
は
、
山
雪
画
に
よ
く
見
ら
れ
る

樹
木
表
現
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
山
楽
画
の
特
徴
が
強
く

反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
図
と
同
じ
濃
彩
画
と
し

て
は
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
、
山
楽
筆
《
源
氏
物
語
図
屛
風
》（
個
人
蔵
、
図

二
十
）（

24
）が
良
い
比
較
対
象
と
な
る
。
福
士
雄
也
氏
は
、
同
図
左
隻
第
六
扇
目

に
描
か
れ
る
松
の
形
状
が
、《
帝
鑑
図
押
絵
貼
屛
風
》（
図
十
七
）
の
松
と
酷
似
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す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が（

25
）、《
源
氏
物
語
図
屛
風
》
左
隻
第
六
扇
目
の

松
の
上
方
を
、
本
図
右
隻
の
松
の
上
方
（
図
二
十
一
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、

激
し
く
屈
曲
し
た
樹
幹
や
、
枝
を
横
へ
大
き
く
伸
ば
す
点
、
葉
叢
を
弧
を
描
く

よ
う
に
上
向
き
に
湾
曲
さ
せ
る
点
な
ど
が
、
両
図
共
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
試
み
に
、《
源
氏
物
語
図
屛
風
》
の
松
を
左
右
反
転
さ
せ
て
み
る
と
、

本
図
と
の
類
似
性
が
一
層
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
福
士
氏
は
、《
源
氏
物
語
図
屛

風
》
の
制
作
時
期
を
元
和
か
ら
寛
永
期
頃
と
推
定
し
て
い
る
が（

26
）、
こ
の
こ
と

は
、
本
図
の
制
作
時
期
を
考
え
る
上
で
も
一
つ
の
指
針
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
図
右
隻
第
五
扇
目
下
方
の
水
辺
に
は
、
左
斜
め
上
方
に
向
か
っ
て

突
き
出
す
、
上
面
が
平
ら
な
三
角
形
の
緑
色
の
岩
が
、
二
枚
連
な
る
よ
う
に
し

て
描
か
れ
て
い
る
が
（
図
二
十
二
）、
同
様
の
岩
組
は
、
山
楽
筆
《
龍
虎
図
屛

風
》（
妙
心
寺
蔵
）
右
隻
第
五
～
六
扇
目
下
方
に
も
描
か
れ
て
お
り
（
図

二
十
三
）、
山
楽
画
の
特
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
右
隻
の
黄
石
公
に
も
着
目
し
た
い
。
確
か
に
、
静
的
な
姿
勢
や
謹

直
な
衣
紋
表
現
（
図
六
）
は
山
雪
に
よ
る
人
物
画
（
図
十
一
）
の
特
徴
を
示
す

が
、
顔
貌
表
現
（
図
二
十
四
）
に
目
を
転
じ
る
と
、
や
や
異
な
る
印
象
を
受
け

る
。
深
い
皺
が
刻
ま
れ
、
や
や
段
鼻
に
な
っ
た
高
い
鼻
が
特
徴
的
な
、
彫
り
の

深
い
顔
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
う
し
た
顔
貌
表
現
は
、
山
雪
画
よ
り
も
、

む
し
ろ
山
楽
画
に
近
い
表
現
と
言
え
る
。
特
に
、《
厳
子
陵
・
虎
渓
三
笑
図
屛

風
》（
妙
心
寺
蔵
）
の
陶
淵
明
（
図
二
十
五
）
と
は
、
眼
窩
の
描
き
方
や
、
高
く

尖
っ
た
鼻
の
形
状
、
口
の
開
き
方
、
ほ
う
れ
い
線
の
付
き
方
や
形
状
ま
で
よ
く

似
て
い
る
。
ま
た
、
眉
間
と
鼻
筋
が
高
く
盛
り
上
が
る
点
は
、《
文
王
呂
尚
・
商

山
四
皓
図
屛
風
》（
妙
心
寺
蔵
）
左
隻
の
四
皓
の
一
人
（
図
二
十
六
）
の
表
現
に

通
ず
る
。
一
方
で
、
後
の
山
雪
に
よ
る
人
物
画
（
図
二
十
七
）
を
見
る
と
、
顔

の
彫
り
が
あ
ま
り
深
く
な
く
、
鼻
も
丸
み
を
帯
び
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
本
図
左
隻
の
虎
渓
三
笑
の
う
ち
、
陸
修
静
（
図
二
十
八
）

の
顔
貌
表
現
に
も
言
え
る
。
眉
間
の
あ
た
り
が
出
っ
張
り
、
段
鼻
に
な
っ
た
高

い
鼻
が
特
徴
的
な
横
顔
は
、
山
楽
に
よ
る
《
文
王
呂
尚
・
商
山
四
皓
図
屛
風
》

右
隻
の
従
者
の
顔
貌
に
よ
く
似
て
い
る
。
試
み
に
妙
心
寺
本
を
左
右
反
転
さ
せ

る
と
（
図
二
十
九
）、
横
顔
の
輪
郭
だ
け
で
な
く
、
眉
の
形
状
や
口
の
開
き
方
、

鬚
の
生
え
方
ま
で
、
両
図
共
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

最
後
に
右
隻
の
馬
に
も
注
目
し
た
い
。
土
居
次
義
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

馬
の
鞍
上
の
虎
皮
の
表
現
（
図
十
二
）
は
山
雪
の
虎
図
の
毛
並
み
の
表
現
（
図

十
四
）
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
一
方
で
馬
の
姿
勢
に
目
を
転
じ
る
と
（
図

三
十
）、
首
を
大
き
く
逸
ら
し
、
前
足
の
片
方
を
上
げ
る
ポ
ー
ズ
は
、
山
楽
筆

《
狩
猟
図
》（
旧
・
正
伝
院
客
殿
襖
絵
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
う
ち
、
黒
い

鬣
の
馬
（
図
三
十
一
）
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
同
様
の
姿
勢
を
と
っ
た
馬
は
、

同
じ
く
山
楽
筆
《
車
争
図
屛
風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
第
二
扇
目
に
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
山
楽
が
よ
く
用
い
た
馬
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま

た
、
本
図
の
馬
に
お
け
る
山
楽
画
と
の
類
似
は
、
顔
貌
表
現
（
図
三
十
二
）
に

も
認
め
ら
れ
る
。
先
に
も
挙
げ
た
山
楽
筆
《
狩
猟
図
》
の
う
ち
、
栗
毛
の
馬
の

顔
貌
（
図
三
十
三
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
顔
の
輪
郭
や
皺
の
付
き
方
、
上
瞼

を
平
仮
名
の
「
く
」
の
字
形
に
表
す
点
、
額
や
首
に
濡
れ
た
よ
う
に
貼
り
付
く

鬣
の
表
現
な
ど
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
眼
球
の
表
現
の
類

似
は
特
筆
さ
れ
、
白
目
・
虹
彩
・
瞳
孔
を
明
確
に
描
き
分
け
る
点
ま
で
、
両
図

共
に
酷
似
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
顔
貌
表
現
は
、
山
楽
の
実
子
で

あ
る
狩
野
伊
織（

27
）（
生
没
年
不
詳
）
の
馬
図
（
図
三
十
四
）
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
山
楽
様
の
馬
図
と
し
て
確
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
興

味
深
い
の
は
、
後
の
山
雪
画
の
馬
（
図
三
十
五
）
を
見
る
と
、
先
に
挙
げ
た
よ
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う
な
山
楽
画
の
要
素
は
薄
ま
り
、
山
雪
独
自
の
表
現
（
上
瞼
の
形
状
が
「
く
」

の
字
型
で
は
な
く
富
士
山
型
に
な
る
点
や
、
顔
の
凹
凸
が
著
し
く
な
る
点
な
ど
）

を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
に
お
い
て
は
、

山
雪
が
未
だ
山
楽
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
ひ
い
て
は
、

本
図
の
制
作
時
期
を
考
え
る
上
で
も
検
討
材
料
の
一
つ
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
樹
石
や
人
物
、
馬
の
表
現
に
注
目
す
る
と
、
本
図
に
は
、
山

楽
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
モ
チ
ー
フ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
様
式
的
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
本
図
の
制
作
時
期
を

い
つ
頃
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
川
本
桂
子
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
元
和
期
以
降
の
山
楽
画
に
は
、

し
ば
し
ば
山
雪
の
関
与
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め（

28
）、
山
雪
が
手
掛
け
た

と
思
し
い
本
図
の
制
作
時
期
の
お
お
よ
そ
の
上
限
は
、
自
ず
と
元
和
期
と
な
る
。

　

ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
右
隻
の
松
（
図
十
六
、
二
十
一
）
が
、
元
和

四
年
（
一
六
一
八
）
頃
の
作
と
さ
れ
る
旧
・
正
伝
院
襖
絵
《
四
季
耕
作
図
》（
図

十
八
）
の
松
や
、
元
和
か
ら
寛
永
期
頃
の
作
と
目
さ
れ
る
《
源
氏
物
語
図
屛
風
》

（
図
二
十
）
の
松
と
近
い
表
現
を
示
す
こ
と
も
、
制
作
時
期
を
考
え
る
上
で
の
一

つ
の
指
標
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
本
図
が
示
す
、
山
楽
か
ら
の
影
響
の
度
合
い
も
重
要
な
判
断
材
料

に
な
る
。「
狩
野
山
楽
七
十
二
歳
筆
」
の
署
名
を
持
つ
《
金
山
西
湖
図
屛
風
》

（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
、
図
三
十
六
）
や
《
西
湖
図
屛
風
》（
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
蔵
）
は
、
五
十
嵐
公
一
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
署
名
が
な
け
れ

ば
山
雪
筆
と
判
断
さ
れ
る
」（

29
）ほ
ど
山
楽
画
的
特
徴
が
希
薄
な
作
品
だ
が
、
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
本
図
に
は
、
未
だ
山
楽
画
的
特
徴
が
色
濃
く
窺
え
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
図
が
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
や
サ
ン
ト
リ
ー
本
が
描
か

れ
た
山
楽
七
十
二
歳
の
年
、
す
な
わ
ち
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
よ
り
前
に
描

か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
本
図
は
、
山
雪
が
ま
だ
山
楽
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
、

元
和
末
～
寛
永
初
年
頃
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
稿
者
は
考
え
る
。
本
図

に
直
接
筆
を
揮
っ
た
の
が
山
雪
で
も
、
師
で
あ
る
山
楽
か
ら
の
影
響
は
、
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
以
上
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
署
名
・
印
章
は
山
楽
の
も
の
と
解
さ
れ
、

ま
た
寛
永
初
年
頃
ま
で
は
、
画
事
の
注
文
自
体
は
山
楽
が
請
け
負
っ
て
い
た
と

い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら（

30
）、
そ
も
そ
も
本
図
の
制
作
依
頼
を
受
け
た
の
は

山
楽
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
詳
述
す
る
。

四
、
旧
蔵
者

　

続
い
て
、
本
図
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

　

先
行
研
究
の
章
で
挙
げ
た
秋
山
光
夫
氏
の
作
品
解
説
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い

る
通
り
、
本
図
は
一
橋
徳
川
家
の
旧
蔵
品
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
先
行
研
究
の

中
に
は
、
本
図
の
旧
蔵
者
が
一
橋
徳
川
家
で
あ
る
と
す
る
根
拠
を
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
十
月
二
十
二
日
開
催
の
一
橋
徳
川
家
の
売
立
、
も
し
く
は
同
売
立

の
目
録
で
あ
る
『
伯
爵
徳
川
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
に
求
め
て
い
る
も
の
が
あ

る（
31
）。
し
か
し
、
著
名
な
家
の
売
立
で
は
、
他
家
の
所
蔵
品
を
紛
れ
込
ま
せ
、

あ
た
か
も
売
立
主
の
家
の
所
蔵
品
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
、
そ
れ
に
よ

り
価
格
の
上
昇
を
狙
う
例
も
存
在
す
る
た
め
、
売
立
目
録
に
記
載
さ
れ
る
旧
蔵

者
が
実
際
の
旧
蔵
者
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
に
は
、
売
立
目
録
以
外
の
資
料

と
の
照
合
が
欠
か
せ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る（

32
）。
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そ
こ
で
稿
者
が
、
旧
蔵
者
情
報
の
根
拠
と
な
り
得
る
資
料
を
探
す
中
で
注
目

し
た
の
が
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
御
道
具
帳
』（
機
関
管
理
番
号
：
Ｑ
Ｂ-

一
六
〇
六
）
で
あ
る
。
同
帳
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
記
さ
れ
た
一
橋

徳
川
家
の
道
具
管
理
帳
で
、
同
家
十
二
世
当
主
・
徳
川
宗
敬
氏
に
よ
っ
て
同
館

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
帳
に
列
挙
さ
れ
た
道
具
は
、「
壱
番
御
長
持
之

部
」「
御
屛
風
之
部
」
な
ど
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
御
屛

風
之
部
」
の
中
に
、「
三
笑
張
良　

狩
野
山
楽
筆　

一
双
」
と
い
う
屛
風
名
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
三
十
七
）（

33
）。
同
帳
に
つ
い
て
詳
細
な
検

討
を
行
っ
た
武
子
裕
美
氏
に
よ
れ
ば
、
同
帳
記
載
の
道
具
の
中
に
は
、『
伯
爵
徳

川
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
記
載
の
作
品
と
の
す
り
合
わ
せ
が
で
き
る
も
の
が
多

数
あ
る
と
い
う（

34
）。
武
子
氏
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
明
示
し
て
は
い
な
い
も
の

の
、
お
そ
ら
く
「
三
笑
張
良　

狩
野
山
楽
筆　

一
双
」
は
、
本
図
と
見
て
間
違

い
無
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
御
道
具
帳
』
の
記
載
か
ら
、
本
図
が
一
橋
徳

川
家
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
本
図
が
い
つ
一
橋
徳
川
家
に
伝
来
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、『
御
道
具
帳
』
記
載
の
道
具
の
中
に
は
、
い
つ
誰
か
ら
贈
ら
れ
た
か

等
と
い
っ
た
伝
来
の
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
一
方
で
「
三
笑
張
良　

狩
野
山
楽
筆　

一
双
」
に
は
伝
来
が
記
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
本
図
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
弘
化
二
年
の
時
点
で
、
既

に
一
橋
徳
川
家
の
所
蔵
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。

五
、
注
文
主
像
の
想
定

　

本
章
か
ら
は
、
先
行
研
究
で
は
検
討
が
及
ん
で
こ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
く
。
ま
ず
は
注
文
主
像
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
本
図
に
つ
い
て
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
時
点
で
既

に
一
橋
徳
川
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
み
で
、
そ
も
そ
も
本
図
を

誰
が
制
作
さ
せ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
本
図
に
描
か
れ
る
画
題
は
、
後
述
の
通
り
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、
画
題
の
面
か
ら
注
文
主
の
身
分
を
あ
る
程
度
想
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
図
の
注
文
を
受
け
た
と
思
し
い
山
楽
の
、

元
和
期
以
降
の
作
画
環
境
も
ま
た
、
重
要
な
検
討
材
料
に
な
る
。

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
本
図
に
描
か
れ
る
画
題
と
、
元
和
期
以
降
の
山
楽
の
作

画
環
境
か
ら
、
注
文
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
物
像
を
想
定
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

初
め
に
画
題
イ
メ
ー
ジ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

右
隻
の
「
黄
石
公
張
良
図
」
は
、
室
町
期
以
降
に
盛
ん
に
絵
画
化
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
し
く
、
同
画
題
に
寄
せ
ら
れ
た
禅
僧
の
賛
文
も
数
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
万
里
集
九
（
一
四
二
八
～
？
）
に
よ
る
「
張
良
進

履
之
圖
」
の
賛
文
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
万
里
が
、
当
時
の
尾
張
国
守
護

代
・
織
田
敏
定
（
？
～
一
四
九
五
）
に
求
め
ら
れ
、
敏
定
の
居
城
・
清
洲
城
の

障
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た
「
張
良
進
履
之
圖
」（
＝
黄
石
公
張
良
図
）
に
寄
せ
た

賛
文
で
あ
る
。
以
下
引
用
す
る
。

　

此
太
玄
童
子
。
橋
西
進
履
来
。
功
成
天
下
定
。
花
満
漢
宮
枝
。

　
（
読
み
下
し
）
此
れ
、
太た

い

玄げ
ん

童ど
う

子じ

、
橋き

ょ
う

西せ
い

に
履く

つ

を
進
め
来き

た

る
。
功こ

う

成な

っ
て
天

下
定
ま
る
。
花
は
漢か

ん

宮き
ゅ
う

の
枝
に
満み

つ
る
。（

35
）

　

こ
の
賛
文
で
は
、
張
良
が
下
邳
で
、
黄
石
公
が
落
と
し
た
沓
を
捧
げ
た
こ
と
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で
兵
法
の
奥
義
（
太
公
望
の
兵
法
書
）
を
授
か
り
、
や
が
て
劉
邦
が
漢
王
朝
を

開
闢
す
る
の
を
助
け
る
大
功
を
立
て
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る（

36
）。

　

こ
の
他
に
も
同
じ
よ
う
な
内
容
の
賛
文
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に（

37
）、

同
時
期
の
人
々
は
こ
の
画
題
に
、
黄
石
公
か
ら
太
公
望
の
兵
法
書
を
授
か
っ
た

張
良
が
、
後
に
劉
邦
の
軍
師
と
な
り
、
漢
王
朝
開
闢
と
天
下
泰
平
に
際
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
万
里
の
賛
文
で
注
目
し
た
い
の
は
、
賛
文
の
制
作
経
緯

で
あ
る
。
依
頼
主
で
あ
る
織
田
敏
定
は
、
自
身
の
居
城
の
障
壁
画
の
画
題
の
一

つ
と
し
て
「
黄
石
公
張
良
図
」
を
選
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
万
里
に
賛
文
ま
で
依

頼
す
る
と
い
う
熱
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
賛
文
の
制
作
経

緯
か
ら
は
、
当
時
の
武
家
が
こ
の
画
題
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、

そ
れ
も
や
は
り
、
こ
の
画
題
が
王
朝
開
闢
と
天
下
泰
平
を
象
徴
す
る
も
の
だ
か

ら
こ
そ
だ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
以
外
に
依
頼
者
が
明
ら
か
な
賛
文
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
画
題
の
纏
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
武
家
に
好

ま
れ
た
画
題
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
画
題
が
武
家
に
好
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
別
の
面
か
ら
も
窺
え
る
。

そ
れ
が
、『
六
韜
』『
三
略
』
と
呼
ば
れ
る
兵
法
書
の
存
在
で
あ
る
。
両
書
は
、

張
良
が
黄
石
公
か
ら
授
け
ら
れ
た
太
公
望
の
兵
法
書
に
仮
託
さ
れ
る
も
の
で
、

『
孫
子
』
や
『
呉
子
』
な
ど
と
並
ん
で
、
戦
国
期
よ
り
武
家
の
必
読
書
と
さ
れ
た

兵
法
書
で
あ
る（

38
）。
そ
の
内
容
は
、『
六
韜
』
中
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
「
天

下
は
一
人
の
天
下
に
あ
ら
ず
、
乃
ち
天
下
の
天
下
な
り
」（

39
）と
い
う
文
言
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
君
主
の
心
構
え
や
兵
法
を
説
く
も
の
で
あ
り
、

ま
さ
に
武
家
に
と
っ
て
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る
書
物
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
『
六
韜
』『
三
略
』

や
、
張
良
、
さ
ら
に
は
、
張
良
の
主
君
で
あ
る
劉
邦
が
、
徳
川
将
軍
に
代
々
重

視
・
尊
崇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
徳
川
家
康

（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
）
は
、『
六
韜
』『
三
略
』
を
愛
読
し
て
い
た
ほ
か
、
張

良
や
劉
邦
を
尊
敬
し
て
い
た
こ
と
が
、
家
康
の
侍
医
で
あ
る
二
代
・
板
坂
卜
斎

（
一
五
七
八
～
一
六
五
五
）
の
覚
書
『
慶
長
年
中
卜
斎
記
』
中
之
巻
に
記
さ
れ
て

い
る（

40
）。
ま
た
家
康
は
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）～
同
十
一
年
（
一
六
〇
六
）

の
八
年
間
、
伏
見
版
と
呼
ば
れ
る
書
物
群
の
出
版
事
業
を
行
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
慶
長
四
、
五
、
九
、
十
一
年
の
四
度
に
渡
っ
て
『
六
韜
』『
三
略
』
を
出
版
し

て
い
る（

41
）。
さ
ら
に
、
徳
川
家
の
儒
学
者
・
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）

は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
、
家
康
に
『
三
略
』
を
進
講
し
て
お
り（

42
）、

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
家
康
が
同
書
へ
向
け
た
関
心
の
深
さ
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
二
代
将
軍
・
秀
忠
（
一
五
七
九
～
一
六
三
二
）
も
、
父
・
家
康
と
同

様
『
六
韜
』『
三
略
』
や
張
良
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
慶
長

十
二
年
（
一
六
〇
七
）
四
月
、
秀
忠
は
、
林
羅
山
に
よ
る
『
六
韜
』『
三
略
』
及

び
『
漢
書
』
の
進
講
を
受
け
て
い
る（

43
）。『
羅
山
先
生
文
集
』
に
よ
れ
ば
、
羅

山
は
こ
の
時
、『
漢
書
』
の
中
で
も
、「
張
良
列
伝
」（
張
良
の
伝
記
）・「
高
祖
所

興
」（
劉
邦
が
漢
王
朝
を
興
し
た
こ
と
）・「
項
籍
所
亡
者
」（
項
羽
が
劉
邦
に
敗

れ
て
滅
び
た
こ
と
）
と
い
う
三
つ
の
伝
記
を
語
っ
た
と
い
う（

44
）。『
漢
書
』
に

記
さ
れ
る
数
あ
る
伝
記
の
中
で
も
、
羅
山
が
わ
ざ
わ
ざ
張
良
や
劉
邦
に
ま
つ
わ

る
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
選
ん
だ
の
に
は
、
漢
王
朝
開
闢
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
、

将
軍
た
る
秀
忠
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に

秀
忠
は
、
羅
山
か
ら
進
講
を
受
け
た
際
、『
六
韜
』
や
『
三
略
』
の
由
来
に
つ
い

て
羅
山
に
熱
心
に
問
う
た
と
い
う
が（

45
）、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
秀
忠
が
両
書
へ

寄
せ
た
関
心
の
深
さ
が
窺
え
る
。

　

徳
川
将
軍
が
こ
れ
ほ
ど
『
六
韜
』『
三
略
』
や
張
良
を
重
ん
じ
て
い
た
の
に

は
、
や
は
り
張
良
が
劉
邦
の
軍
師
で
あ
り
、
漢
王
朝
開
闢
に
際
し
て
重
要
な
役
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割
を
果
た
し
た
功
臣
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
徳
川
将
軍

が
代
々
『
六
韜
』『
三
略
』
の
講
義
を
受
け
た
の
も
、
そ
れ
ら
の
兵
法
書
が
、
為

政
者
の
必
読
書
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
時
代
背
景

を
鑑
み
れ
ば
、
本
図
の
注
文
主
も
お
の
ず
と
絞
ら
れ
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
左
隻
の
「
虎
渓
三
笑
図
」
を
見
て
い
く
。
こ
の
画
題
も
や
は
り
、「
黄
石

公
張
良
図
」
と
同
様
、
室
町
期
以
降
に
盛
ん
に
絵
画
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
禅

僧
の
賛
文
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～

一
四
三
七
）
に
よ
る
「
三
笑
図
」
の
賛
文
を
挙
げ
る
。

　

二
客
冠
巾
禿
主
翁
。
頭
顱
雖
異
肺
肝
同
。
虎
溪
一
笑
喧
千
古
。
驚
落
銀
河
掛

半
空
。（

46
）

　
（
読
み
下
し
）
二
客
は
冠
巾
に
し
て
主
翁
は
禿
な
り
。
頭
顱
異
な
る
と
雖
も
肺

肝
は
同
じ
。
虎
溪
の
一
笑
、
千
古
に
喧
す
。
銀
河
驚
き
落
ち
て
、
半
空
に
掛
か

る
。

　

こ
の
賛
文
で
は
、
慧
遠
を
仏
教
の
、
陶
淵
明
を
儒
教
の
、
陸
修
静
を
道
教
の

象
徴
と
み
な
し
、
仏
儒
道
そ
れ
ぞ
れ
教
え
は
異
な
る
と
は
い
え
、
同
じ
心
持
ち

で
、
虎
渓
を
過
ぎ
て
大
笑
い
す
る
三
人
の
姿
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
他
に
も
、

こ
の
画
題
に
寄
せ
ら
れ
た
賛
文
に
は
同
じ
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
見
ら
れ
る
よ

う
に（

47
）、
同
時
期
の
人
々
は
こ
の
画
題
に
、
異
な
る
宗
教
を
象
徴
す
る
三
人
の

隠
者
が
、
大
悟
し
て
大
笑
い
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
王
朝
開
闢
や
天
下
泰
平
を
象
徴
す
る
右
隻
の
「
黄
石

公
張
良
図
」
と
は
、
一
見
正
反
対
の
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
も
思
え

る
。

　

一
方
で
、「
黄
石
公
張
良
図
」
と
の
共
通
項
を
考
え
る
上
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
の

が
、「
三
教
一
致
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
賛
文
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、「
虎
渓
三
笑
図
」
は
、
慧
遠
を
仏
教
、
陶
淵
明
を
儒
教
、
陸
修
静
を
道
教

に
見
立
て
、
三
教
一
致
説
と
結
び
つ
い
て
流
布
し
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ

る（
48
）。
特
に
朝
倉
尚
氏
は
、「
虎
渓
三
笑
図
」
と
い
う
画
題
に
は
、
仏
儒
道
を

代
表
す
る
三
笑
の
、
形
服
や
教
法
を
超
越
し
て
の
交
友
を
表
す
意
味
合
い
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

49
）。
ま
た
高
橋
真
作
氏
は
、
異
な
る
宗
教
を
象

徴
す
る
三
者
が
共
に
笑
う
姿
に
は
明
示
的
な
「
調
和
性
」
が
あ
り
、
そ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
は
「
統
治
者
に
よ
る
平
ら
か
な
世
を
寿
ぐ
と
い
う
機
能
に
も
容
易
に

転
化
さ
れ
得
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

50
）。
高
橋
氏
は
具
体
例
の
一
つ
と
し

て
、
日
光
東
照
宮
陽
明
門
に
「
虎
渓
三
笑
」
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
こ
の
画
題
が
陽
明
門
の
彫
刻
と
し
て
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
徳
川

幕
府
に
よ
る
泰
平
の
世
を
体
現
す
る
に
相
応
し
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
い
る（

51
）。
ま
た
、
高
橋
氏
は
言
及
し
て
い

な
い
も
の
の
、「
虎
渓
三
笑
図
」
が
、
寛
永
度
の
熊
本
城
本
丸
御
殿（

52
）や
、
時

代
は
下
る
が
、
文
化
度
の
金
沢
城
二
の
丸
御
殿（

53
）、
さ
ら
に
は
弘
化
度
の
江
戸

城
本
丸
御
殿（

54
）な
ど
、
城
郭
の
障
壁
画
と
し
て
た
び
た
び
描
か
れ
て
い
る
こ
と

も
特
筆
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
虎
渓
三
笑
図
が
為
政
者
に
相
応

し
い
画
題
と
見
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
本
図
左
隻
に
話
を

戻
せ
ば
、
右
隻
の
「
黄
石
公
張
良
図
」
と
対
に
な
っ
た
「
虎
渓
三
笑
図
」
は
、

単
な
る
隠
棲
と
大
悟
を
表
す
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
異
な
る
宗
教
を
象
徴
す
る
三
者

が
共
に
笑
い
、
平
ら
か
な
世
を
寿
ぐ
意
味
合
い
を
有
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、「
虎
渓
三
笑
図
」
も
ま
た
「
黄
石
公
張
良
図
」
に

通
ず
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
、
両
画
題
が
対
に
な
る
こ
と
で
、
本
図
は
全

体
と
し
て
「
天
下
泰
平
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
纏
う
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
図
の
画
題
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
、
本
図
の

80  （9）
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注
文
を
受
け
た
と
思
し
い
山
楽
の
、
元
和
期
以
降
に
お
け
る
作
画
環
境
を
見
て

い
く
。

　

山
楽
は
、
大
坂
の
陣
（
一
六
一
四
～
一
五
）
以
前
は
豊
臣
家
の
画
事
を
多
く

手
掛
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
坂
夏
の
陣
後
は
残
党
狩
り
の
対
象
と
な
る
が
、

山
楽
の
庇
護
者
・
九
条
幸
家
（
一
五
八
六
～
一
六
六
五
）
の
尽
力
で
秀
忠
・
家

康
に
許
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
幸
家
の
妻
・
完
子
（
一
五
九
二
～
一
六
五
八
）

は
秀
忠
の
室
・
江
（
崇
源
院
、
一
五
七
三
～
一
六
二
六
）
の
娘
（
た
だ
し
父
は

江
の
亡
夫
・
豊
臣
秀
勝
）
で
あ
り
、
山
楽
の
助
命
に
は
、
こ
う
し
た
人
脈
が
働

い
た
か
ら
で
あ
っ
た（

55
）。

　

こ
れ
以
降
、
山
楽
は
、
徳
川
家
の
画
事
も
数
多
く
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
住
吉
社
神
宮
寺
東
西
二
塔
の
壁
画
制
作

（
西
塔
壁
画
の
一
部
が
切
幡
寺
蔵
《
文
殊
菩
薩
像
》）
や
、
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）
の
四
天
王
寺
絵
堂
の
障
壁
画
《
聖
徳
太
子
絵
伝
》（
四
天
王
寺
蔵
）

制
作
が
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
秀
忠
の
命
に
よ

る
画
事
で
あ
る
。
ま
た
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
は
、
江
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
た
養
源
院
の
障
壁
画
も
制
作
し
て
い
る
。
さ
ら
に
五
十
嵐
公
一
氏
は
、
秀

忠
近
臣
の
松
平
忠
明
（
一
五
八
三
～
一
六
四
四
）
が
、
甥
で
あ
る
松
平
忠
隆

（
一
六
〇
八
～
三
二
）
の
郡
山
城
内
書
院
座
敷
絵
制
作
を
山
楽
に
依
頼
し
た
と
い

う
書
状
を
例
に
挙
げ
、
山
楽
が
、
同
時
期
の
有
力
大
名
の
画
事
も
請
け
負
っ
て

い
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る（

56
）。
五
十
嵐
氏
は
、
そ
の
背
景
に
は
、
山
楽
が

秀
忠
の
画
事
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
の
波
及
効
果
が
あ
り
、
山
雪
の
代
表
作
の

一
つ
で
あ
る
妙
心
寺
天
球
院
障
壁
画
や
、
山
楽
の
実
子
・
伊
織
に
よ
る
知
恩
院

塔
頭
良
正
院
障
壁
画
制
作
の
背
景
に
も
、
秀
忠
の
存
在
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る（

57
）。
こ
の
よ
う
に
山
楽
は
、
徳
川
将
軍
家
や
、
将
軍
家
周

辺
の
諸
大
名
に
も
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
を
勘
案
す
る
と
、
本
図
の
注
文
主
は
、
徳
川
家
と
縁
故
の

あ
る
武
家
で
、
そ
れ
も
、
あ
る
程
度
高
い
地
位
に
い
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
よ
う（

58
）。
本
図
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
注

文
主
は
当
初
、
秀
忠
関
連
の
画
事
を
次
々
に
手
掛
け
て
名
声
を
高
め
て
い
た
山

楽
に
描
い
て
も
ら
う
つ
も
り
で
、
本
図
の
制
作
を
依
頼
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
山
楽
の
実
制
作
は
叶
わ
ず
、
山
楽
は
お
お
よ
そ
の

構
想
だ
け
を
練
り
、
実
制
作
に
は
弟
子
の
山
雪
を
当
た
ら
せ
、
署
名
と
印
章
だ

け
は
山
楽
自
身
で
付
し
た
、
と
い
う
事
情
が
想
定
で
き
よ
う（

59
）。

　

本
図
が
描
か
れ
た
と
思
し
い
元
和
末
～
寛
永
初
年
頃
は
、
秀
忠
が
、
将
軍
職

を
息
子
の
家
光
（
一
六
〇
四
～
五
一
）
に
譲
り
、
父
・
家
康
と
同
様
、
大
御
所

政
治
を
行
お
う
と
し
て
い
た
一
方
で
、
諸
大
名
の
改
易
や
元
和
大
殉
教
な
ど
の

大
事
件
も
立
て
続
け
に
起
き
た
、
政
治
的
に
不
穏
な
時
期
で
も
あ
っ
た（

60
）。
そ

の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
、
本
図
が
纏
う
天
下
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
注
文
主

に
と
っ
て
切
実
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
注
文
主
が

徳
川
家
縁
故
の
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

　

そ
し
て
お
そ
ら
く
、
本
図
が
纏
う
天
下
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
図
を
あ
る

時
期
か
ら
所
有
し
て
い
た
一
橋
徳
川
家
の
人
々
も
抱
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
御
三
卿
の
一
つ
で
あ
る
同
家
は
、
将
軍
に
継
嗣
の
無
い
場
合
、
将
軍
家
を

相
続
す
る
家
柄
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
家
柄
の
人
々
に
と
っ
て
、
本
図
が
有
す

る
イ
メ
ー
ジ
は
、
鑑
と
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
先
に
も
挙
げ
た
『
御
道
具
帳
』
を
見
る
と
、
同
家
に
は
、
中
国

皇
帝
や
二
十
四
孝
な
ど
、
優
れ
た
君
主
、
あ
る
い
は
儒
教
的
徳
目
を
象
徴
す
る

よ
う
な
絵
画
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
同
家
の
人
々
が
、

為
政
者
に
相
応
し
い
画
題
を
描
い
た
絵
画
を
意
識
的
に
収
集
、
あ
る
い
は
贈
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
中
で
も
、
右
隻
に
文
王
（
生
没
年
不
詳
）
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と
呂
尚
（
太
公
望
）
を
、
左
隻
に
劉
備
（
一
六
一
～
二
二
三
）
と
諸
葛
亮
孔
明

（
一
八
一
～
二
三
四
）
を
描
い
た
「
古
永
徳
」（
狩
野
永
徳
）
筆
「
孔
明
臥
龍
呂

望
非
熊
」
一
双
屛
風
（
所
在
不
明
、
図
三
十
八
）
は（

61
）、
い
ず
れ
も
王
（
あ
る

い
は
後
に
王
と
な
る
人
物
）
と
忠
臣
を
描
く
こ
と
で
、
そ
の
後
の
大
功
を
想
起

さ
せ
る
画
面
内
容
と
な
っ
て
い
る
点
、
本
図
右
隻
の
「
黄
石
公
張
良
図
」
と
の

テ
ー
マ
の
近
似
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
一
橋
徳
川

家
の
人
々
が
、
本
図
の
画
題
を
為
政
者
の
鑑
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
図
が
纏
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（

62
）。

六
、
画
面
解
釈

　

最
後
に
、
前
章
で
検
討
し
た
注
文
主
や
、
同
時
期
に
人
々
が
両
画
題
に
対
し

て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
図
の
画
面
解
釈
を
行
い
た
い
。

　

先
述
の
通
り
、
右
隻
の
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
は
、
張
良
が
黄
石
公
か
ら
、

治
天
下
の
象
徴
た
る
太
公
望
の
兵
法
書
を
授
け
ら
れ
る
場
面
が
描
か
れ
、
左
隻

の
「
虎
渓
三
笑
図
」
で
は
、
仏
儒
道
三
教
を
象
徴
す
る
慧
遠
・
陶
淵
明
・
陸
修

静
が
、
大
悟
し
て
共
に
笑
う
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
両
画
題
は
、
対
と
な
る
こ

と
で
天
下
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
図
を
横
並
び
に
配
置
す
る
と
、
両

隻
の
景
物
は
綺
麗
に
連
続
し
て
い
る
た
め
、
ま
る
で
両
隻
が
一
つ
の
空
間
を
共

有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
図
を
見
る
と
、

右
隻
の
「
黄
石
公
張
良
図
」
に
、
こ
の
画
題
に
ほ
ぼ
必
ず
描
か
れ
る
は
ず
の
下

邳
の
土
橋
が
描
か
れ
な
い
理
由
も
納
得
で
き
る
。
つ
ま
り
、
右
隻
に
下
邳
の
土

橋
を
描
か
な
い
代
わ
り
に
、
左
隻
の
「
虎
渓
三
笑
図
」
に
虎
渓
の
橋
を
描
く
こ

と
で
、
虎
渓
の
橋
に
下
邳
の
土
橋
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
右
隻
に
下
邳
の
土
橋
を
描
か
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

各
隻
の
画
面
構
成
に
変
化
を
つ
け
て
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
狙
い
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
両
隻
を
一
つ
の
空
間
と
し
て
構
成
し
、
橋
を
一
つ
だ
け
に

す
る
こ
と
で
、
両
画
題
の
繋
が
り
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
に
な
る
こ
と
で
、
天
下
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
を
纏
う

両
画
題
は
、
よ
り
強
い
連
関
性
を
も
っ
て
鑑
賞
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
図
に
描
か
れ
る
植
物
の
中
に
も
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
右
隻
に
描
か
れ
る
松
竹
梅

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
艱
難
に
屈
せ
ず
に
耐
え
忍
ぶ
高
士
の
象
徴
で
あ
る
「
歳

寒
三
友
」（

63
）と
捉
え
れ
ば
、
松
竹
梅
が
、
画
中
の
黄
石
公
や
張
良
の
人
徳
を
強

調
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
右
隻
第
四
～
五
扇
目
に
描
か
れ
る
牡
丹
の
存
在
も
注
目
さ
れ
る
。
牡

丹
は
張
良
の
す
ぐ
そ
ば
に
咲
い
て
い
る
が
、
張
良
と
牡
丹
と
の
関
わ
り
か
ら
想

起
さ
れ
る
の
が
、
狩
野
一
渓
（
一
五
九
九
～
一
六
六
二
）
に
よ
る
『
後
素
集
』

の
う
ち
、「
帝
王
」
章
に
見
え
る
「
漢
高
祖
花
見
図
」
と
い
う
画
題
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

高
祖
洛
陽
の
花
を
見
、
高
祖
率
二
十
万
兵
一
見
二
花
於
洛
陽
一
、
張
良
登
二
高
処
一

吹
レ
笛
。（

64
）

　

す
な
わ
ち
、
漢
の
高
祖
・
劉
邦
が
、
十
万
の
兵
を
率
い
て
洛
陽
の
牡
丹
を
観

賞
し
た
際
、
張
良
が
笛
を
吹
い
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

ま
た
、
類
似
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
詠
っ
た
詩
文
と
し
て
、
室
町
後
期
の
禅
僧
・

78  （11）
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景
徐
周
麟
（
宜
竹
、
一
四
四
〇
～
一
五
一
八
）
に
よ
る
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
も

挙
げ
ら
れ
る
。

　

高
祖
牽
兵
游
洛
陽
。
牡
丹
何
幸
沐
恩
光
。
禍
根
他
日
生
諸
呂
。
不
伐
花
中
異

姓
王
。（

65
）

　
（
読
み
下
し
）
高
祖
兵
を
率
ゐ
洛
陽
に
遊
し
、
牡
丹
何
の
幸
ひ
あ
り
て
恩
光
に

沐
せ
ん
、
禍
根
な
り
、
他
日
に
諸
呂
を
生
ず
る
は
、
花
中
の
異
姓
の
王
を
伐
た

ざ
れ
ば
な
り
。（

66
）

　

こ
の
詩
に
張
良
は
登
場
し
な
い
が
、
張
良
の
主
君
で
あ
る
劉
邦
が
兵
を
率
い

て
洛
陽
に
遊
び
、
牡
丹
を
観
賞
す
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
点
、
先
に
挙
げ
た

「
漢
高
祖
花
見
図
」
と
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
。

　

武
頴
氏
は
、「
漢
高
祖
花
見
図
」
や
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
の
典
拠
は
見
当
た
ら

な
い
も
の
の
、
牡
丹
が
古
来
よ
り
「
花
王
」（
百
花
の
王
）
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
牡
丹
が
劉
邦
と
結
び
付
け
て
捉
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る（

67
）。
お
そ
ら
く
、『
後
素
集
』
中
の
「
漢
高
祖
花
見
図
」
も
、
そ
う
し
た

認
識
が
引
き
継
が
れ
て
生
ま
れ
た
画
題
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
本
図

右
隻
の
牡
丹
を
見
れ
ば
、
お
そ
ら
く
鑑
賞
者
は
、
牡
丹
か
ら
劉
邦
の
イ
メ
ー
ジ

を
想
起
し
た
は
ず
で
、
牡
丹
の
存
在
は
、
張
良
が
後
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
劉

邦
の
イ
メ
ー
ジ
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
左
隻
に
目
を
移
せ
ば
、
第
一
扇
目
の
棕
櫚
は
、
山
雪
筆
《
明
皇
貴
妃

図
屛
風
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
や
狩
野
光
信
（
一
五
六
五
～
一
六
〇
八
）
筆

《
西
王
母
・
東
方
朔
図
屛
風
》（
出
光
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
場
が
異
国
・
異
界
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
第
四
～
六
扇
目
の
柳
は
、「
五
柳
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
陶
淵

明
を
想
起
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
図
は
、
全
体
の
構
成
か
ら
個
々
の
モ
チ
ー
フ
に
至
る
ま
で
全

て
に
意
味
が
あ
り
、
緻
密
な
構
想
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
な
ぜ
こ
れ
ら
二
つ
の
画
題
を
対
に
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。

確
か
に
両
画
題
は
天
下
泰
平
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
共
通
し
て
い
る
と
は
言
え
、

対
と
す
る
の
に
よ
り
相
応
し
い
画
題
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
「
黄
石
公
張
良

図
」
と
対
に
す
る
に
は
、
後
に
皇
帝
に
仕
え
て
王
を
補
佐
す
る
忠
臣
を
テ
ー
マ

と
す
る
と
い
う
意
味
で
は
「
文
王
呂
尚
図
」
な
ど
が
似
つ
か
わ
し
い
し
、
仏
儒

道
三
教
を
象
徴
す
る
隠
棲
者
を
描
く
「
虎
渓
三
笑
図
」
と
対
と
す
る
に
は
、「
三

聖
図
」
や
「
三
酸
図
」
な
ど
の
方
が
適
し
て
い
る
。

　

で
は
、
両
画
題
は
な
ぜ
組
み
合
わ
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
稿
者
は
、

両
画
題
に
以
下
の
二
つ
の
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

一
つ
目
は
、
い
ず
れ
の
故
事
も
橋
を
舞
台
と
し
て
お
り
、
橋
が
、
あ
る
目
的

を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
で
あ
る
。「
黄
石

公
張
良
」
の
故
事
で
は
、
張
良
が
、
下
邳
の
土
橋
の
ほ
と
り
で
黄
石
公
か
ら
試

練
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
こ
な
し
た
こ
と
で
太
公
望
の
兵
法
書
を
与
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
で
は
、
慧
遠
が
陶
淵
明
と
陸
修
静
を
見
送
る
際
に

虎
渓
の
橋
を
過
ぎ
た
こ
と
で
、
悟
り
の
境
地
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
両
画
題
は
、

物
語
に
お
い
て
橋
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
二
つ
目
は
、
両
画
題
の
元
と
な
っ
た
故
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
張
良
」

「
三
笑
」
と
い
う
謡
曲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
室
町

中
・
後
期
に
成
立
し
た
両
曲
は（

68
）、
共
に
原
典
に
基
づ
い
て
は
い
る
も
の
の
、

や
や
内
容
を
膨
ら
ま
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
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本
図
を
見
る
と
、
例
え
ば
右
隻
の
黄
石
公
や
張
良
、
馬
の
描
写
は
、
謡
曲
中
の

「
石
公
馬
よ
り
静
か
に
下
り
立
ち
。
善よ

き
哉
善
き
哉
と
、
か
の
一
巻
を
取
り
出

し
。
張
良
に
与
え
」（

69
）（
黄
石
公
は
静
か
に
馬
か
ら
下
り
て
、「
お
前
は
偉
い
」

と
褒
め
て
、
兵
法
書
を
与
え
た
）
と
い
う
一
節
と
合
致
す
る
。
第
一
章
で
も
述

べ
た
通
り
、「
黄
石
公
張
良
図
」
の
そ
も
そ
も
の
原
典
た
る
『
史
記
』
に
は
、
黄

石
公
が
馬
に
乗
っ
て
い
た
と
は
一
言
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
馬

の
描
写
は
謡
曲
に
基
づ
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
黄
石
公
の
表
情
を
見
て
み

る
と
、
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
（
図
二
十
四
）、
こ
れ

も
謡
曲
に
お
い
て
、
試
練
に
耐
え
た
張
良
を
「
善
き
哉
善
き
哉
」
と
褒
め
て
い

る
様
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
左
隻
の
「
虎
渓
三
笑
図
」
は
、
右
隻
ほ
ど
謡
曲
と
の
類
似
性
は
見
出

せ
な
い
も
の
の
、
虎
渓
の
橋
の
描
写
は
注
目
さ
れ
る
。
謡
曲
「
三
笑
」
で
は
、

虎
渓
の
橋
が
「
苔
む
す
橋
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が（

70
）、
そ
の
観
点
か
ら
左

隻
の
橋
を
見
る
と
、
中
央
部
を
除
い
て
満
遍
な
く
緑
青
が
刷
か
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
橋
が
苔
む
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
、
些
細
な
点
で
は
あ
る
が
、
謡
曲
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
描
写

と
言
え
よ
う
。

　

謡
曲
「
三
笑
」
が
室
町
後
期
の
武
将
・
細
川
成
之
（
一
四
三
四
～
一
五
一
一
）

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
よ
う
に
、
能
は
武
家
の
嗜
み
で
あ
っ
た（

71
）。
本
図
の
注
文

主
が
徳
川
家
縁
故
の
武
家
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
図
か
ら
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を

容
易
に
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
図
の
旧
蔵
者
で
あ
る
一

橋
徳
川
家
の
歴
代
当
主
も
能
を
深
く
愛
好
し
て
い
た
た
め（

72
）、
本
図
が
示
す
イ

メ
ー
ジ
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
図
は
、
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
重
層
的
に
帯
び
て
い
た
作
品
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う（

73
）。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
本
図
の
様
式
と
制
作
時
期
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
上

で
、
先
行
研
究
で
は
検
討
が
及
ん
で
こ
な
か
っ
た
注
文
主
像
や
、
画
面
解
釈
に

つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
様
式
に
つ
い
て
は
、
山
雪
様
式
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
以
上
に
、
様
々
な
モ
チ
ー
フ
に
山
楽
画
か
ら
の
影
響
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
元
和
期
以
降
の

山
楽
画
に
山
雪
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
本
図
の
樹
木
表
現
が
元
和

末
～
寛
永
初
期
の
山
楽
画
に
近
い
こ
と
、
そ
し
て
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）

に
描
か
れ
た
山
雪
画
風
の
強
い
山
楽
画
に
比
べ
て
、
本
図
に
は
未
だ
山
楽
画
風

が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
は
、
元
和
末
～
寛
永
初
年
頃
、
山
雪

が
山
楽
の
画
風
を
あ
る
程
度
遵
守
し
て
い
た
時
期
に
、
山
楽
に
代
わ
っ
て
描
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。

　

次
に
旧
蔵
者
に
つ
い
て
、
従
来
は
、
一
橋
徳
川
家
の
売
立
や
そ
の
目
録
に
基

づ
い
て
、
旧
蔵
者
が
一
橋
徳
川
家
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
売
立
目
録
の
旧

蔵
者
情
報
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
旧
蔵
者
情
報
の
典
拠
に
つ
い
て
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
稿
者
は
、
一
橋
徳
川
家
の
道
具
管
理
帳
『
御
道
具

帳
』
を
提
示
し
、
同
帳
に
本
図
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
旧
蔵
者
が

一
橋
徳
川
家
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
本
図
の
注
文
主
像
に
つ
い
て
は
、「
黄
石
公
張
良
図
」
が
王
朝
開
闢
や

天
下
泰
平
の
、「
虎
渓
三
笑
図
」
が
三
教
一
致
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
図
が
全
体
と
し
て
天
下
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
を
纏
っ
て
い
る
こ
と
、
徳

川
将
軍
が
代
々
、
張
良
や
劉
邦
、『
六
韜
』『
三
略
』
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
、

76  （13）



成城美学美術史　第32号

そ
し
て
元
和
期
以
降
、
山
楽
が
徳
川
家
関
連
の
画
事
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
た

こ
と
か
ら
、
徳
川
家
縁
故
の
武
家
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。

　

最
後
に
画
面
解
釈
に
つ
い
て
は
、
両
隻
の
図
様
を
綺
麗
に
繋
が
る
画
面
構
成

に
す
る
こ
と
で
、
両
画
題
の
連
続
性
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
画
面
内
に
描

か
れ
る
松
竹
梅
や
牡
丹
な
ど
の
植
物
に
、
画
面
内
の
人
物
の
徳
を
引
き
立
た
せ

た
り
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想
起
さ
せ
た
り
す
る
意
味
合

い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
両
画
題
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
理
由
と

し
て
、
い
ず
れ
も
橋
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
両
画
題
の
典
拠
で
あ
る
故

事
が
謡
曲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
い
う
、
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
た
。

　

本
図
は
、
山
楽
か
ら
山
雪
へ
の
画
風
継
承
や
、
同
時
期
に
お
け
る
漢
画
系
人

物
図
の
受
容
の
様
相
な
ど
が
窺
え
る
点
で
、
多
く
の
有
益
な
情
報
を
与
え
て
く

れ
る
。
本
図
が
今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
1
）	

『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
黄
石
公
張
良
・
虎
渓

三
笑
図
屛
風
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A

-1160? 
locale=ja

）。
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
十
一
月
二
日
。

（
2
）	

通
常
、
一
双
屛
風
の
署
名
・
印
章
は
、
右
隻
は
第
一
扇
目
右
下
、
左
隻
は
第
六
扇
目
左

下
に
置
く
こ
と
が
多
い
が
、
山
楽
筆
《
西
湖
図
屛
風
》（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
や
《
源

氏
物
語
図
屛
風
》（
個
人
蔵
、
後
述
）、
狩
野
内
膳
（
一
五
七
〇
～
一
六
一
六
）
筆
《
南
蛮

屛
風
》（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
の
よ
う
に
、
各
隻
の
内
側
に
置
く
作
例
も
間
々
あ

る
。

（
3
）	

土
居
次
義
「
海
津
天
神
社
の
繋
馬
図
絵
馬
と
狩
野
山
楽
」『
清
閑
』
第
十
号
（
一
九
四
一

年
九
月
）、
三
十
五
頁
註
一
。

（
4
）	

土
居
次
義
「
狩
野
山
楽
の
帝
鑑
図
屏
風
」『
仏
教
美
術
』
第
二
十
号
（
一
九
三
五
年
五

月
）、
二
十
二-

二
十
三
頁
。

（
5
）	

吉
田
賢
抗
『
史
記
七
（
世
家
下
）』
明
治
書
院
（
新
釈
漢
文
大
系　

第
八
十
七
巻
）、
一

九
八
二
年
、
一
〇
三
九-

一
〇
四
三
頁
。

（
6
）	

黒
田
彰
「
作
品
研
究
「
張
良
」」『
観
世
』
第
五
十
巻
第
七
号
（
一
九
八
三
年
七
月
）、
五

頁
。

（
7
）	

高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
五
十
一
巻
史
伝
部
三
』
大
正
一
切
経
刊
行
会
、

一
九
二
八
年
、
一
〇
二
八
頁
。

（
8
）	

秋
山
光
夫
「
狩
野
山
楽
筆　

黄
石
公
張
良
、
虎
渓
三
笑
図
六
曲
屛
風
」（
作
品
解
説
）

『
桃
山
時
代
障
屛
画
図
集
：
帝
室
博
物
館
御
蔵
版
』
聚
楽
社
、
一
九
二
九
年
、
十
五-

十
八

頁
。
な
お
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
解
説
が
、
同
「
桃
山
時
代
障
屛
画
論
」『
仏
教
美
術
』
第
十
五

冊
（
一
九
三
〇
年
一
月
、
六
十
六-

一
一
二
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）	

註
（
8
）『
桃
山
時
代
障
屛
画
図
集
』、
二
頁
。

（
10
）	

註
（
8
）『
桃
山
時
代
障
屛
画
図
集
』、
十
七
頁
。

（
11
）	

註
（
8
）『
桃
山
時
代
障
屛
画
図
集
』、
十
七-

十
八
頁
。
同
「
桃
山
時
代
障
屛
画
論
」、

八
十
七-

八
十
八
頁
。
な
お
、
秋
山
氏
は
後
年
、『
日
本
美
術
論
攷
』（
第
一
書
房
、
一
九

四
三
年
）
中
に
お
い
て
、『
桃
山
時
代
障
屛
画
図
集
』
並
び
に
「
桃
山
時
代
障
屛
画
論
」
に

お
け
る
本
図
解
説
の
内
容
に
加
筆
し
た
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
本
図
に

山
雪
の
関
与
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
二
三
八
頁
）。

（
12
）	

土
田
杏
村
「
桃
山
時
代
末
期
襖
絵
論
」『
東
洋
美
術
』
第
十
三
冊
（
一
九
三
一
年
十
二

月
）、
四
十
六-

六
十
七
頁
。
豊
秋
（
源
豊
宗
）「
狩
野
山
楽
の
三
十
六
歌
仙
絵
」『
仏
教
美

術
』
第
十
九
冊
（
一
九
三
三
年
十
月
）、
一
一
二-

一
二
一
頁
。
堀
井
三
友
「
黒
田
侯
爵
家

の
襖
絵
」『
東
洋
美
術
』
第
二
十
号
（
一
九
三
四
年
六
月
）、
八
十
頁
。
な
お
、
源
豊
宗
氏

は
右
記
の
論
文
で
、
本
図
の
筆
者
を
山
楽
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
研
究
者
も
い
る
こ
と

に
言
及
し
て
い
る
（
一
一
九
頁
）。
管
見
の
限
り
、
そ
う
し
た
見
解
が
文
字
化
さ
れ
て
い
る

論
文
等
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
山
楽
筆
説
に
否
定
的
な
研
究
者
も
い
た
こ
と
に
は
留

意
し
て
お
き
た
い
。

（
13
）	

土
居
次
義
「
天
球
院
障
壁
画
の
筆
者
の
問
題
（
上
）」『
東
洋
美
術
』
第
二
十
一
号
（
一

九
三
五
年
五
月
）、
十
一-

四
十
四
頁
。

（
14
）	

註
（
13
）
土
居
論
文
、
二
十
七
頁
。
同
「
建
仁
寺
所
蔵
の
座
屏
画
に
就
い
て
―
山
楽
、

山
雪
研
究
上
の
一
資
料
―
」『
史
迹
と
美
術
』
第
六
十
七
号
（
一
九
三
六
年
六
月
）、
二
十

九-

三
十
頁
。

（
15
）	

註
（
13
）
土
居
論
文
、
二
十
八
頁
。

（
16
）	
註
（
13
）
土
居
論
文
、
二
十
八
頁
。

（
17
）	
註
（
13
）
土
居
論
文
、
二
十
八-

二
十
九
頁
。

（
18
）	
辻
惟
雄
『
障
壁
画
全
集　

妙
心
寺
天
球
院
』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、
一
一
〇
頁
。

な
お
辻
氏
は
、『
奇
想
の
系
譜
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
も
、
本
図
に

つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
（
五
十
四-

五
十
五
頁
）。
内
容
は
『
障
壁
画
全
集　

妙
心

寺
天
球
院
』
と
ほ
ぼ
同
様
。
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（
19
）	

五
十
嵐
公
一
『
京
狩
野
三
代 

生
き
残
り
の
物
語
―
狩
野
山
楽
・
山
雪
・
永
納
と
九
条
幸

家
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
六-

一
三
七
頁
。

（
20
）	
註
（
19
）
前
掲
書
、
一
三
六-

一
三
七
頁
。
同
「
狩
野
山
雪
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
―
晩

年
の
投
獄
を
め
ぐ
っ
て
」
狩
野
博
幸
編
『
日
本
美
術
全
集　

第
十
二
巻　

江
戸
時
代
Ⅰ　

狩
野
派
と
遊
楽
図
』
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
八
頁
。

（
21
）	

註
（
13
）
土
居
論
文
、
十
七
頁
。

（
22
）	

山
根
有
三
、
辻
惟
雄
、
戸
田
禎
佑
「
天
球
院
障
壁
画
の
研
究
」『
国
華
』
第
八
三
九
号

（
一
九
六
二
年
二
月
）、
六
十-

六
十
五
頁
。

（
23
）	

山
下
善
也
氏
も
、
山
雪
画
に
お
け
る
樹
木
の
形
態
的
特
徴
と
し
て
、
垂
直
・
水
平
を
描

く
点
を
挙
げ
て
い
る
。
山
下
善
也
「
三
十
一　

明
皇
貴
妃
図
屛
風
」（
作
品
解
説
）『
狩
野

山
楽
・
山
雪
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
、
二
六
八
頁
。

（
24
）	

福
士
雄
也
「
四
十
八　

狩
野
山
楽
筆　

源
氏
物
語
図
屛
風
」（
作
品
解
説
）『
ア
ニ
マ
ル

ワ
ー
ル
ド
―
美
術
の
な
か
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
静
岡
県
立
美
術
館
、

二
〇
一
四
年
、
九
十
六-

九
十
八
頁
。
同
「
狩
野
山
楽
筆　

源
氏
物
語
図
屛
風
―
物
語
図

と
風
俗
画
の
あ
わ
い
―
」『
国
華
』
第
一
五
五
〇
号
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
）、
二
十
七-

三
十
六
頁
。

（
25
）	

註
（
24
）
福
士
国
華
論
文
、
二
十
九
頁
。

（
26
）	

註
（
24
）
福
士
解
説
、
九
十
六-

九
十
七
頁
。
同
註
福
士
国
華
論
文
、
二
十
九
頁
。

（
27
）	

史
料
や
署
名
に
よ
っ
て
は
、「
光
孝
」「
光
員
」「
三
益
」「
山
益
」「
信
吉
」
と
も
記
さ
れ

る
。
五
十
嵐
公
一
「
良
正
院
障
壁
画
の
絵
師
・
三
益
に
つ
い
て
」『
大
和
文
華
』
第
一
二
八

号
（
二
〇
一
五
年
六
月
）、
二-

四
頁
。
同
『
裁
か
れ
た
絵
師　

近
世
初
期
京
都
画
壇
の
裏

事
情
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
、
一
一
一-

一
一
七
頁
。
山
下
善
也
『
狩
野
探
幽
・

山
雪 

悉
く
新
意
を
出
し
、
狩
野
氏
を
一
変
す
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
二
年
、
七
十

八-

七
十
九
頁
。

（
28
）	

川
本
桂
子
『
友
松
・
山
楽
』
小
学
館
（
新
編　

名
宝
日
本
の
美
術　

第
二
十
一
巻
）
一

九
九
一
年
、
一
六
〇-

一
六
九
頁
。

（
29
）	

註
（
27
）
五
十
嵐
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

（
30
）	

註
（
19
）
前
掲
書
、
一
三
三-

一
三
六
頁
。

（
31
）	

土
居
次
義
「
或
る
山
楽
画
の
行
方
」『
茶
道
月
報
』
第
四
八
〇
号
（
一
九
五
二
年
七
月
）、

十
三
頁
。

（
32
）	

高
松
良
幸
『
売
立
目
録
所
収
美
術
作
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
近
代
日
本
に
お
け

る
美
術
受
容
史
研
究
へ
の
応
用　

平
成
十
九-

二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
〔
基
盤
研
究
Ｃ
〕

研
究
成
果
報
告
書
』
二
〇
一
〇
年
、
四
頁
。
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
売
立
目
録
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
と
今
後
の
展
望
―
売
立
目
録
の
新
た
な
活
用
を
目
指
し
て
―
』
東

京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
、
九
頁
、
八
十
七-

八
十
九
頁
。

（
33
）	

『
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
／
御
道
具
帳
』（https://w

ebar-
chives.tnm

.jp/dlib/detail/4598

）
一
五
〇
頁
（
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
頁
番

号
）。
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
七
月
二
十
日
。

（
34
）	

武
子
裕
美
「
一
橋
徳
川
家
の
道
具
管
理
」『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
第
四
十
七
号
（
二
〇

二
〇
年
三
月
）、
八
十
四
頁
。

（
35
）	

市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈　

第
三
巻
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
、
三

六
〇
頁
。

（
36
）	

註
（
35
）
前
掲
書
、
三
六
一
頁
。

（
37
）	

例
え
ば
、
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
～
七
九
）
賛
「
張
良
圯
上
進
履
圖
」（
秦
楚
從
前
雖
逞

權
。
運
籌
決
勝
幾
功
全
。
解
言
圯
上
一
編
足
。
隻
手
安
劉
數
百
年
。）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

（「
翰
林
五
鳳
集　

巻
第
五
十
九
」
高
楠
順
次
郎
、
望
月
信
亨
編
『
大
日
本
仏
教
全
書　

一

四
六
』
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
三
二
年
、
一
一
四
二
（
二
二
四
）
頁
）。

（
38
）	

小
和
田
哲
男
『
戦
国
大
名
と
読
書
』
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
七
十
七-

七
十
九
頁
。

（
39
）	

岡
田
脩
『
六
韜
・
三
略
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
二
十
二-

二
十
三
頁
、
六
十

頁
。

（
40
）	

「
慶
長
年
中
卜
斎
記　

中
之
巻
」
近
藤
瓶
城
編
『
史
籍
集
覧 

第
二
十
六
冊 

改
定
』
近
藤

出
版
部
、
一
九
〇
七
年
、
七
十
四
頁
。

（
41
）	

笠
谷
和
比
古
『
徳
川
家
康
―
わ
れ
一
人
腹
を
切
て
、
万
民
を
助
く
べ
し
―
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
二
六
三-

二
六
四
頁
。

（
42
）	

鈴
木
健
一
『
林
羅
山
―
書
を
読
み
て
未
だ
倦
ま
ず
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二

年
、
四
十
七
頁
。

（
43
）	

註
（
42
）
前
掲
書
、
四
十
六
頁
。

（
44
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料　

十
二
編
之
四
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

六
九
年
、
七
九
一-

七
九
二
頁
。

（
45
）	

黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀　

第
二
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三

〇
年
、
二
八
八
頁
。
山
本
博
文
『
徳
川
秀
忠
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
二
六
六-

二
六
七
頁
。

（
46
）	
註
（
37
）
前
掲
書
、
一
一
五
二
（
二
三
四
）
頁
。

（
47
）	
例
え
ば
、
天
隠
龍
沢
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
賛
「
三
笑
図
」（
道
冠
儒
履
晉
風
標
。

蓮
漏
晝
閑
聲
半
消
。
五
老
蒼
顏
先
一
笑
。
三
人
閉
目
合
過
橋
。）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
註

（
37
）
前
掲
書
、
一
一
五
三
（
二
三
五
）
頁
）。

（
48
）	

朝
倉
尚
『
禅
林
の
文
学
―
中
国
文
学
受
容
の
様
相
』
清
文
堂
、
一
九
八
五
年
、
七
十
四

頁
。
高
橋
真
作
「
仏
儒
道
三
教
一
致
思
想
の
絵
画
―
三
聖
図
・
三
笑
図
・
三
酸
図
を
め
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ぐ
っ
て
」
水
野
裕
史
編
『
儒
教
思
想
と
絵
画
―
東
ア
ジ
ア
の
勧
戒
画
』
勉
誠
出
版
（
ア
ジ

ア
遊
学　

二
七
一
）
二
〇
二
二
年
、
一
四
三
頁
。

（
49
）	
註
（
48
）
朝
倉
前
掲
書
、
六
十
七
頁
。

（
50
）	
註
（
48
）
高
橋
論
文
、
一
四
八
頁
。

（
51
）	

註
（
48
）
高
橋
論
文
、
一
四
八
頁
。

（
52
）	

細
川
忠
利
（
一
五
八
六
～
一
六
四
一
）
に
よ
っ
て
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）～
翌
十
一

年
（
一
六
三
四
）
に
か
け
て
本
丸
御
殿
が
修
復
さ
れ
た
際
に
描
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

脇
坂
淳
「
熊
本
城
本
丸
御
殿
の
障
壁
画
―
昭
君
の
間
、
若
松
の
間
の
復
元
に
ち
な
ん
で
―
」

『
京
都
教
育
大
学
紀
要
』
第
一
〇
六
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
一
〇
六
頁
。

（
53
）	

『
御
殿
の
美
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
、
十
一
頁
。

（
54
）	

東
京
国
立
博
物
館
編
『
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵　

調
査
研
究
報
告
書 

江
戸
城
本
丸
等
障

壁
画
絵
様　

本
文
編
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
九
年
、
七
十
二
頁
。
註
（
53
）
前
掲
カ

タ
ロ
グ
、
十
一
頁
。

（
55
）	

五
十
嵐
公
一
「
狩
野
山
楽
と
山
雪
の
助
命
」『
美
術
史
論
叢
』
第
二
十
号
（
二
〇
〇
四
年

二
月
）、
七
十
八-

八
十
一
頁
。

（
56
）	

註
（
55
）
五
十
嵐
論
文
、
八
十
頁
。

（
57
）	

註
（
55
）
五
十
嵐
論
文
、
八
十
頁
。

（
58
）	

な
お
、
山
楽
と
秀
忠
と
の
関
わ
り
か
ら
、
本
図
の
注
文
主
と
し
て
秀
忠
の
可
能
性
も
考

え
た
く
な
る
が
、
も
し
秀
忠
が
注
文
主
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
の
伝
来
が
重
視
さ
れ
、『
御
道

具
帳
』（
図
三
十
七
）
に
も
そ
の
旨
が
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
秀
忠
が
注
文
主
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
59
）	

稿
者
が
こ
の
よ
う
な
推
測
を
す
る
の
も
、
山
楽
の
晩
年
に
は
、
こ
れ
に
近
い
事
情
で
制

作
さ
れ
た
作
品
が
他
に
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
先
に
も
挙
げ
た
良
正
院
障

壁
画
で
あ
る
。
良
正
院
は
、
池
田
輝
政
（
一
五
六
四
～
一
六
一
三
）
の
三
男
・
忠
雄
（
一

六
〇
二
～
三
二
）
が
、
母
・
督
姫
（
良
正
院
、
一
五
六
五
～
一
六
一
五
）
の
た
め
に
、
寛

永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
十
嵐
公
一
氏
は
、
同
院
障
壁
画
は

当
初
、
山
楽
と
実
子
・
伊
織
が
手
掛
け
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
制
作
直
前
、
何
ら
か
の
理
由

で
山
楽
が
絵
筆
を
執
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
止
む
を
得
ず
伊
織
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
、

と
い
う
制
作
事
情
を
推
測
し
て
い
る
（
註
（
27
）
五
十
嵐
論
文
、
八
頁
）。
先
に
も
述
べ
た

通
り
、
良
正
院
障
壁
画
が
描
か
れ
た
寛
永
八
年
以
前
か
ら
山
楽
が
病
を
発
症
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、（
註
（
20
）
五
十
嵐
「
狩
野
山
雪
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
―
晩
年
の
投
獄
を
め
ぐ
っ

て
」、
一
八
四
頁
）、
本
図
を
山
楽
が
手
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
既
に
発
病
し
て
い
た

か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

（
60
）	

註
（
45
）
山
本
前
掲
書
、
一
六
四-

一
九
六
頁
、
一
九
八
頁
。

（
61
）	

註
（
33
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

ebarchives.tnm
.jp/dlib/detail/4598

）

一
五
三
頁
（
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
頁
番
号
）。
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
七
月
二

十
一
日
。「
孔
明
臥
龍
呂
望
非
熊
」
一
双
屛
風
は
、
実
際
に
は
山
楽
筆
と
目
さ
れ
る
作
品
で

あ
る
こ
と
が
、
土
居
次
義
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
（
31
）
土
居
論
文
、
十-

十
三
頁
。
同
『
狩
野
山
楽
／
山
雪
』
集
英
社
（
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
十
二
巻
）
一
九

八
一
年
、
一
一
〇
頁
）。
同
図
は
本
図
と
同
じ
く
、『
伯
爵
徳
川
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
図
左
隻
の
劉
備
・
孔
明
の
図
は
、「
帝
鑑
図
説
」
第
三
十
五

図
「
君
臣
魚
水
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（「
四
十
八　

狩
野
探
幽
「
探
幽

縮
図
」」（
作
品
解
説
）
青
柳
正
規
、
西
野
嘉
章
編
『
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ⅰ
）　

東

ア
ジ
ア
の
形
態
世
界
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
、
一
九
九
四

年
、
一
五
七-

一
五
八
頁
）。

（
62
）	

ち
な
み
に
、
徳
川
将
軍
家
の
宝
物
目
録
で
あ
る
『
柳
営
御
物
集
』
を
見
る
と
、
黄
石
公

や
張
良
の
ほ
か
、
帝
鑑
図
、
君
臣
図
、
麒
麟
・
鳳
凰
図
な
ど
と
い
っ
た
、
君
主
に
相
応
し

い
絵
画
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
高
木
文
『
柳
営
御
物
集
：
校
訂
』

高
木
文
、
一
九
八
三
年
。
東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
資
料
研
究
会
「
柳
営
図
画
目
録
」

『
美
術
史
学
』
第
十
四
号
（
一
九
九
二
年
十
二
月
）、
三
十
七-

七
十
頁
）。
こ
う
し
た
事
実

を
踏
ま
え
れ
ば
、
徳
川
将
軍
家
や
そ
の
周
辺
で
は
、
君
主
に
相
応
し
い
画
題
を
描
い
た
絵

画
が
意
識
的
に
収
集
さ
れ
、
あ
る
い
は
贈
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

	

　

な
お
、
本
図
が
、
注
文
主
か
ら
一
橋
徳
川
家
の
手
に
渡
っ
た
経
緯
を
推
測
す
る
上
で
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
の
《
風
俗
図
屛
風
》（
彦
根
屛
風
）
で

あ
る
。
髙
木
文
恵
氏
は
、
彦
根
屛
風
の
注
文
主
が
武
家
や
公
家
な
ど
の
上
級
階
層
や
町
衆

で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
上
で
、
江
戸
中
期
に
は
江
戸
市
中
に
あ
り
、
幕
末
の
天
保
頃

に
は
質
商
の
元
に
あ
っ
た
と
い
う
先
行
研
究
で
の
見
解
を
挙
げ
、
後
に
彦
根
藩
十
二
代
藩

主
・
井
伊
直
亮
（
一
七
九
四
～
一
八
五
〇
）
が
入
手
し
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
（
彦
根

城
博
物
館
、
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
国
宝　

彦
根
屛
風
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
四-

一
〇
六
頁
）。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
本
図
も
、
あ
る

時
期
に
注
文
主
の
子
孫
の
手
を
離
れ
て
市
中
に
出
て
い
た
の
を
一
橋
徳
川
家
が
入
手
し
た
、

と
い
う
経
緯
が
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
63
）	
星
山
晋
也
「
一
三
六　

雪
裡
三
友
図
」（
図
版
解
説
）、
島
田
修
二
郎
、
入
谷
義
高
監
修

『
禅
林
画
賛　

中
世
水
墨
画
を
読
む
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
、
四
〇
八
頁
。

（
64
）	
坂
崎
坦
『
日
本
絵
画
論
大
系　

Ⅱ
』
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
八
十
九
頁
。

（
65
）	

「
翰
林
五
鳳
集　

巻
第
八
」
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書　

一
四
四
』
仏
書
刊
行

会
、
一
九
一
四
年
、
一
九
五
頁
。

（
66
）	

読
み
下
し
は
、
武
頴
「
景
徐
周
麟
の
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
に
み
え
る
歴
史
批
評
」『
日
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本
漢
文
学
研
究
』
第
十
九
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）、
二
十
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
67
）	
註
（
66
）
武
論
文
、
二
十
三-

三
十
頁
。

（
68
）	
「
張
良
」
は
観
世
小
次
郎
信
光
（
一
四
三
五
～
一
五
一
六
）
の
、「
三
笑
」
は
細
川
成
之

（
一
四
三
四
～
一
五
一
一
）
の
作
と
さ
れ
る
。
三
多
田
文
恵
「
謡
曲
『
張
良
』
の
成
立
と
そ

の
背
景
」『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
）、
四
十
四
頁
。
樹

下
文
隆
「
作
品
研
究
『
三
笑
』」『
観
世
』
第
五
十
四
巻
九
号
（
一
九
八
七
年
九
月
）、
二
十

八-

三
十
頁
。

（
69
）	

佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観　

第
三
巻
』
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
、
二
〇
五
三
頁
。

（
70
）	

佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観　

第
二
巻
』
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
、
一
二
八
八
頁
。

（
71
）	

天
野
文
雄
『
能
に
憑
か
れ
た
権
力
者
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年
。

（
72
）	

『
一
橋
徳
川
家
の
能
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
国
立
能
楽
堂
、
二
〇
一
五
年
、
四-

九
頁
。

（
73
）	

な
お
、
謡
曲
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
両
画
題
に
は
「
三
教
一
致
」
と
い
う
共
通
点
も

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
虎
渓
三
笑
図
」
が
三
教
一
致
を
主
題
と
す
る
の
は
先
述
の
通
り

だ
が
、
謡
曲
「
張
良
」
を
通
覧
す
る
と
、「
黄
石
公
張
良
図
」
に
も
、
三
教
一
致
を
窺
わ
せ

る
要
素
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
張
良
」
で
は
、
黄
石
公
が
橋
の
下
に
落
と
し
た
沓
を
張

良
が
拾
う
際
に
大
蛇
が
襲
い
掛
か
る
場
面
が
あ
る
が
、
実
は
そ
の
大
蛇
は
観
音
菩
薩
の
化

身
で
、
張
良
の
守
護
神
と
な
る
こ
と
を
菩
薩
が
告
げ
る
。
ま
た
、『
兵
法
霊
瑞
書
』
で
は
、

黄
石
公
は
道
教
の
祖
・
老
子
（
生
没
年
不
詳
）
の
再
誕
と
さ
れ
、
さ
ら
に
張
良
が
、
山
雪

筆
《
聖
賢
図
押
絵
貼
屛
風
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
や
狩
野
孝
信
（
一
五
七
一
～
一
六
一

八
）
筆
《
賢
聖
障
子
絵
》（
仁
和
寺
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
奈
良
絵
本
『
張
良
』

に
お
い
て
、「
仁
義
あ
つ
く
」「
忠
節
を
つ
く
し
」
た
「
忠
臣
良
将
」
の
象
徴
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
張
良
を
、
儒
教
的
な
徳
目
を
備
え
た
人
物
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
黄
石
公
張
良
図
」
か
ら
は
、
儒
教
的
徳
目
を
備
え
た
張
良
が
、

老
子
の
再
誕
た
る
黄
石
公
か
ら
兵
法
書
を
授
け
ら
れ
、
観
音
の
化
身
で
あ
る
大
蛇
の
加
護

を
受
け
る
と
い
う
、
仏
儒
道
三
教
が
調
和
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ

る
。
も
し
こ
の
画
題
に
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
左
隻
の
「
虎
渓
三
笑

図
」
と
の
連
関
は
一
層
強
く
な
る
。

図
版
出
典

図
一
、
七
、
九
、
十
二
、
十
三
、
十
六
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
八
、
三
十
、
三
十
二　

『ColBase 

国
立
博
物
館
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
黄
石
公
張
良
・
虎
渓
三
笑 

図
屏
風
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A

-1160? 
locale=ja

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
八
月
三
十
一
日
）
よ
り
転
載

図
二
、
六
、
二
十
四　

TN
M

 Im
age A

rchives

図
三
～
五　

土
居
次
義
『
狩
野
山
楽
／
山
雪
』（
集
英
社
、
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
十
二

巻
、
一
九
八
一
年
）
よ
り
転
載

図
八
、
十
一
、
十
四
、
十
七
、
二
十
三
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
九　
『
狩
野
山
楽
・
山

雪
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）
よ
り
転
載

図
十　

土
居
次
義
「
天
球
院
障
壁
画
の
筆
者
の
問
題
（
上
）」『
東
洋
美
術
』
第
二
十
一
号

（
一
九
三
五
年
五
月
）
よ
り
転
載

図
十
五
、
十
九　

辻
惟
雄
『
障
壁
画
全
集　

妙
心
寺
天
球
院
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
六
七

年
）
よ
り
転
載

図
十
八
、
三
十
一
、
三
十
三　
『
京
都
国
立
博
物
館　

館
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』「
狩
猟
図
・

耕
作
図
」（https://knm

db.kyohaku.go.jp/23421.htm
l

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：

二
〇
二
五
年
八
月
三
十
一
日
）
よ
り
転
載

図
二
十　

福
士
雄
也
「
狩
野
山
楽
筆　

源
氏
物
語
図
屛
風
―
物
語
図
と
風
俗
画
の
あ
わ
い
―
」

『
国
華
』
第
一
五
五
〇
号
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
）
よ
り
転
載

図
二
十
七　

“O
ld M

an of the Southern Pole” M
inneapolis Institute of A

rt

（h
ttps://collection

s.artsm
ia.org/art/18574

/old-m
an

-of-th
e-

southern-pole-kano-sansetsu

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
八
月
三
十
一

日
）
よ
り
転
載

図
三
十
四　

福
岡
市
美
術
館
よ
り
提
供

図
三
十
五　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
よ
り
提
供

図
三
十
六　

“Jinshan Island and W
est Lake” The M

etropolitan M
useum

 of 
A

rt

（https://w
w

w
.m

etm
useum

.org/art/collection/search/671028

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
八
月
三
十
一
日
）
よ
り
転
載

図
三
十
七　
『
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー/

御
道
具
帳
』（https://

w
ebarchives.tnm

.jp/dlib/detail/4598

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
五
年
八
月

三
十
一
日
）
よ
り
転
載

図
三
十
八　

東
京
文
化
財
研
究
所
よ
り
提
供
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（右隻「黄石公張良図」）

図一　狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）
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狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）についての研究

（左隻「虎渓三笑図」）
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図二
狩野山楽筆《黄石公張良・

虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）
右隻　署名・印章

図三
狩野山楽筆《繋馬図絵馬》
（海津天神社蔵）署名

図四
狩野山楽筆《鷙鳥図屛風》

（西本願寺旧蔵、現・個人蔵）
印章

図五
狩野山楽筆《山水図屛風》

（個人蔵）署名

（22）  67



狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）についての研究

図六　狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）
右隻　黄石公（右）と張良（左）

図七　狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）
左隻　陶淵明（右）慧遠（中央）陸修静（左）

66  （23）



成城美学美術史　第32号

図八　狩野山楽筆《厳子陵・虎渓三笑図屛風》（妙心寺蔵）

図九
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）左隻　陶淵明の顔貌

図十
狩野山雪筆《虎渓三笑図》

（天球院上間一の間障壁画のうち、天球院蔵）
陶淵明の顔貌
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狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》（東京国立博物館蔵）についての研究

図十一
狩野山雪筆《唐人物図座屛》

（建仁寺蔵）盧敷

図十二
狩野山楽筆

《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）
右隻　馬の鞍の虎皮

図十三
狩野山楽筆

《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）

左隻　奇岩

図十四
狩野山雪筆《竹虎図杉戸絵》（神応寺蔵）虎図十五

狩野山雪筆《山水図》
（天球院上間一の間障壁画のうち、天球院蔵）

懸崖
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図十六
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》

（東京国立博物館蔵）右隻　松

図十七
狩野山楽筆《帝鑑図押絵貼屛風》

（東京国立博物館蔵）
「不用利口」の松

図十八
狩野山楽筆《四季耕作図》

（旧・正伝院客殿襖絵、京都国立博物館蔵）
松（左右反転）

図十九
狩野山雪筆《山水人物図》

（天球院上間一の間障壁画のうち、天球院蔵）
松
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図二十一
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）右隻　松部分

図二十
狩野山楽筆《源氏物語図屛風》（個人蔵）

左隻　松部分（左右反転）

図二十二
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》

（東京国立博物館蔵）右隻　岩

図二十三
狩野山楽筆《龍虎図屛風》（妙心寺蔵）

右隻　岩
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図二十四
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）右隻　黄石公の顔貌

図二十五
狩野山楽筆《厳子陵・虎渓三笑図屛風》

（妙心寺蔵）陶淵明の顔貌

図二十六
狩野山楽筆《文王呂尚・商山四皓図屛風》
（妙心寺蔵）左隻　四皓の一人の顔貌

図二十七
狩野山雪筆《群仙図襖》

（旧・天祥院客殿襖絵、ミネアポリス美術館蔵）
老仙人の顔貌
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図二十八
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）左隻　陸修静の顔貌

図二十九
狩野山楽筆《文王呂尚・商山四皓図屛風》
（妙心寺蔵）右隻　従者の顔貌（左右反転）

図三十
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》

（東京国立博物館蔵）右隻　馬

図三十一
狩野山楽筆《狩猟図》

（旧・正伝院客殿襖絵、京都国立博物館蔵）馬
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図三十二
狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）右隻　馬の顔貌

図三十三
狩野山楽筆《狩猟図》

（旧・正伝院客殿襖絵、京都国立博物館蔵）
馬の顔貌

図三十四
狩野伊織筆《蟻通・伊勢の海図屛風》
（福岡市美術館蔵）左隻　馬の顔貌

図三十五
狩野山雪筆《韃靼人狩猟・打球図屛風》
（国立歴史民俗博物館蔵）右隻　馬の顔貌
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図三十六
狩野山楽筆《金山西湖図屛風》（メトロポリタン美術館蔵）
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図三十七
『御道具帳』（東京国立博物館蔵、機関管理番号：QB-1606）

本図記載頁（矢印稿者）
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図三十八　「古永徳」《極彩色金地孔明臥龍呂望非熊六曲屛風》
（『伯爵徳川家御蔵品入札目録』より、所在不明）
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The Study of “Huang Shigong Giving Zhang Liang a Book of Strategy;  
The Three Laughing Men by Tiger Brook” by Kanō Sanraku  

(owned by Tokyo National Museum)

SHIMIZU Ryōsuke

“Huang Shigong Giving Zhang Liang a Book of Strategy; The Three Laughing 
Men by Tiger Brook” (黄石公張良・虎渓三笑図屛風) by Kanō Sanraku (狩野山楽, 1559-
1635) is a pair of six-panel folding screens owned by the Tokyo National Museum. This 
study reexamines the style, production period, and previous owner of this painting, and 
also speculates regarding the person who commissioned it and an interpretation of the 
painting, that previous research has not provided.

First, in terms of style, while the painting displays the style of Kanō Sansetsu (狩
野山雪, 1590-1651), who was Sanraku’s successor, it was found that the influence of 
Sanraku’s stylistic influence is evident in various motifs. Furthermore, in terms of the 
period of production, the depiction of trees in this painting is similar to Sanraku’s 
paintings produced from the end of the Genna period (1615-1624) to the beginning of the 
Kan’ei period (1624-1644), and compared to the Sanraku’s paintings in the style of 
Sansetsu’s paintings painted in 1630, this painting still retains a strong Sanraku-style 
influence. Therefore, it is inferred that this painting was painted by Sansetsu in place of 
Sanraku around the end of the Genna period to the beginning of the Kan’ei period, 
during a period when Sansetsu still adhered to Sanraku’s style to a certain extent.

Second, regarding the former owner of this painting, I present the Hitotsubashi 
Tokugawa family’s tool management book “Odogucho” (御道具帳), which is owned by 
Tokyo National Museum, and contains an entry pertaining to this painting. The 
existence of this entry proves that the Hitotsubashi Tokugawa family owned the 
painting.

Third, I speculate that the client who commissioned it was a samurai family 
related to the Tokugawa clan. Reasons for this include the fact that “Huang Shigong 
Giving Zhang Liang a Book of Strategy” evokes the image of the founding of a dynasty 
and the peaceful world, while “The Three Laughing Men by Tiger Brook” evokes the 
image of the unity of the three religions (Buddhism, Confucianism, and Taoism), this 
painting as a whole embodies the image of peaceful world, the fact that successive 
Tokugawa shoguns held Zhang Liang, Liu Bang (劉邦), “The Six Secret Teachings” (六
韜), and “The Three Strategies” (三略) in high esteem, and the fact that from the Genna 
period onward, Sanraku was responsible for many paintings linked to the Tokugawa 
clan.
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Finally, regarding the interpretation of the painting, I pointed out that the 
composition of the paintings can be interpreted as neatly connecting the designs of both 
subjects, thereby ensuring continuity between the two subjects. Moreover, the plants 
depicted in the painting—pine, bamboo, plum, and peonies—highlight the virtues of the 
people portrayed or evoke episodes related to them. I also cite two reasons underlying 
the combination of the two subjects: Both are set on bridges, and their source stories 
have been made into Noh plays.
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